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l-46 VHF諾電離圏シンケレーションの3点観測（Ⅱ）

能谷博’ ノ1、川忠茄， 堀剥若（電波研児所平磯左前）

前回に引きつずき、VHF苧電離圏シ 楕円の短半経ば7o○へ200'z'z.,軸比'よ

葱翰続墨繍易轍冤晨溺讓鰯嬉鯛竺鴻霞
つのアンテナは． ’辺力蜘ZOOれの三角影L了図中に示す。シンサし－シヨ劫嘘

麓臘望獺＃畷毒監鱸鰡愈‘4！篶離爆蟻
互いのアンテナの難波砂の相関処哩がら、 なり、かつ長軸の方伺州弦力線の方向仁一
電麗圏イレ輔ユラリティ（夜閣庖下値域高致する‘こポロイレギュヲリテイが磁力
産)の剛フト速度と、スケール及び干洲ミ 媒'二沿，て長<伸びていることを茨［てい
激ﾛることができる。 る。このとき、実際のイレ等.ユーラ!ﾉﾃｨの
下図にノ9『1年ﾉ7月22日－2う日の 恥比|さ､磁力媒とI謹皮のパスのなす値帖ツ
夜間の錫則例翫す○上から、シンサレー 芭蒻曇(て、図中の値に対{ Z、 i/gin(Is3)
シヨンの強度芭哀す儲[64-1 ドリフト通 ～3.9倍となる。今後、 こ狐らの振舞の
度､イレギュラリティの荊状の闇賜勿ﾋセ 癒諦勺樫菖乏89ら力|＝ずろとと北|こ、イレ
示す。 ﾘﾌﾄ鞍'ず､磁場に更直な歳分 ギｭﾗ'ﾉﾃｨの蒙挫機構につ､､ ~Z橘冒↑を進
色ベクトルで示す。 また．イレギュラ！ﾉヲ める。
イの将状としては、種疲のパスに塑直ﾉ百面
で見て．空蹄沁相腓鐡試0.5/こ落ち （女献）態/5イゼ， 第ワZ回予糒兵,fl95
る点を楕円猿示した。
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磁気嵐滝の中繊度Zｲ ｸロ戒電離園

シ ノナル ー ショ ンの発生織構
ノI､ﾉ!'遥烏， 里須隆烏， ；溌博、

（電波斫尻肘手織好h)

1-47

イ綱9F/@IMTe3&Jowities によ3二イ7
口鯆伽-〃さGﾅ士)衛星電波のシンケレー
シヲンが日太て｡／97F年Z月に洩測さJIL~1

吠糸I) ("' 12) , 1司撒の現良が太耳ユ月
まで'こ『回程度諾庄L ~Z ' ) 3 .蕊生糸イキシ
して'ま， （|)磁気嵐の最えあ3ぃ）ま回復鞠が

日没後攻済向の湾呵樵'二あ3二と， (Z) シン
ナし‐うヨン用婚前に派迄異常寸・､誰塾して
113髻乙’算がぁ3z)'？田中3) )悪二水ぅ,こ
iI LT磯気因近湯の低縛度への慢Xの童零
‘陛t指摘した。 ’"F帯ノンケレーンヲン!ま

地私闘静鍵畷て､も謡里寸3が， ごイクロ鎭
のモホが墓'王卵に!まり､癖､ﾉ ,1､さ、)､更'旬戎
侯のIw廻3仏|'､Yitis逗姥零迄ずるので，極員嵐
時'ｼlま何らヵ､‘)機樵て"靜規筒よりも ，まぅ｡、
'二残し'デヲス"て不辱庭か｡､起って （〉写ノブ"ﾚﾉよ・
がぅ万ぃ。中緯度F鳥IYYe3ujcwities"7発生機

織Lして有力弓ものIJ: cross-fi'e/cI (or.Eメ幻
矛鼎良一l"あ3．本講演て､ )ず，過瑛も例のイ
ベント筒の＆篭を攻(TEc)7"-9jgE調べる
こしによ‘ﾉ， この矛噂定め重零,l奨芝述べ3｡
J' |,z図がら， (1)コィク 。媒シンクレー

シヲン時にl.J; rECIこぐトラフ〃が.m'h'lt3

ことノ (2)易易タレーシヨン'まトラフの‘中'，
あ3い'3'鯉-展度勾配(ﾜ"を）が､非常にくき
い‘壁'の血俳で強‘$二乙，野が劣3 （二の隼
叉感侭9午"‘| 'ｼっ､}冠を王しし,)。す方わも，
嵐碕の強‘1種耐とトラフキの大ざ,)ワハ増か－
躯効力し写' T , 'l､さ万雇)t)スケー,しをも
つ残し! JYYej'ﾙ|"witに西が局怖陶に筌生印3た
坊に， 芝イ7n波うノタレーンヨン〃-尾§
し解徹でき3 （""F帯シンクし一ショ／1エ
トラフが曇くzt諸正す3)。 ノトざ73．トラフ

anMr弱レノ厩端の筒I= 1J. 1"F帯の方の多〉ケ
し－うヨンに終3． ト ラフの成因,邨現溌階
~rTJ-矛BHであ3が､，赤塾妥常の発起し寝鳥
'二刺まして、、ももの乙思われろ。

《Rela> 1) ,|､)' | ftg｣, JATP，竺， 637ノ/'"".
2ノ 唇越焔， 甑尺RL，ユ， 』 ， /9"/.
刃 田中, J身尺，塁，/"3"ノ〃／
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尭星間空閻/くおけるT>/PemB…ﾉを巳紗c4ﾉZ/2"の､－34

動電
大家毒,三宅亘患岡昭

（東韮大･蜜）

且
「び遂げん」備星(Exos-B)ﾉ患よる自然ﾌﾟｦズ､ご藻勤観測の維果、数勿くのﾉI777し波帯の

TyPezE"｡/zg芯のデ､－タが得5九た°乃FeZ仏c/zdZIf､太陽面｣このフレア堆鋤/＜ｲ半って
放出された電子ど-ム( L",z･,rEzczzh/z)/こより、太陽コロナか弓丞星閻空間ノミ券ll .Z,
生或されぅもの晴久5えている。 ごくZ.唯「C､葱けん」倫星ヂ‘‘一夕/く見られう/r"ﾙ岐
第のスピンによう強嵐炎化を鰯ﾂ↑し-""L)蝉恥eⅢB/"/zdそのフレアの位置z芝の垂汲
到来方向から.逸星閏空闇/亀おけるB忽瞥n4ﾉIfE移cfa/zの動き/こつI )乏調/Vて冴夫。

１
１
１
１
Ｉ

フレア位置陸の闘盤
図1に今回解＃紘府な．た/7ﾜ僻2月～7月の観測期鯲/z生じ､たフレアの他墨色印す。
図中．特に○で囲・たフレア'くつl)Z庭芝のフレア'て枠‐て7~yFenB-霞…そがrと､をノナ
人」衝星で細りされた場合z蝋、今回観湯lされた火,"し波浄のTyF.亙励c/ZC老左伴うフレアの
位置ﾉさ終〃て西にかたよって‘)a。てれ咋陀"α,どE’乙,乞〃fか麹星間空間の大頬機*漁場

のズハ｡ｲ”ﾉ“・て鋤く熱反映しZL)て“飼九子抜ﾙごα9"3)の絃泉が虜誕すう
も のであう。

N|
5b勿乙〃z"f/あうLの認粥

30 ③

xガ瀞 >< x3x#
X

②X x)@<
X

い:“X

Ｏｊ

X
X

X xXX xの④x xx xX XX
X

迩波の到家方向隊ルネし
ﾉ",で′‘ﾑ戎""の紘招渡り諺め胃

て必がZ'z3．図久に疹乃鹿Ⅲ
尻‘"渡悉j､謹篭しz馥測された
斜を示す紙記号きつけた

"‘〆"滿伸うフレアの独畠な
の5"/｡w303@s"｡Eﾉ?う③
S2ｸ・E2ﾉ｡Z,‘名、 3刎込を周

波数の低耐る/くつ九、S/z錫勉
,伽z汝‘ﾑ為つしの彼ｵ:目力‘瑚沸＃/て'伽z汝‘ﾑ,必'しの催ｵ:目力‘瑚舛白ウパ
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内くれて!'3． この鯵ざ「ひ葱Iﾅん」倫星の自産難":詩拱芝孝鯉夘爺錘--30｡左向き‘ どの
方向に好してた回ソに回転しZI)たが， このｲ世相のおく牝な基本的/電南又俸西方向/こ
a"/zzオEえ"･〃2 ,MI !たくZ.在示しZ113｡この場合南側灼‘弓塞騨された壷ろどl－A
な南側に趨乾明確たす言。すたあち．南側z･丁,z"霧2/ﾝ遥芳向をもつz閉<虚力維/こ雄，
表ゼサど'一ムの戴き迄象しZIIa。 ’
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太陽ニュート 'ノノ諏真’策迩､舜伺
m-35

減葬産"更鴛≦科
延非で観測さ卜3KP;==-ﾄｿﾉ、フラ.ﾌｸｽ‘<,芋周抑，聡授評".羅渥弼匂

会ﾉ雷ね“刀､上の涌摘が， ’77庁手承笏飼工巧さ小伎(､a坐…ん， I97r, !?79). 太陽ニ
ュートソノ蛭'掲了』凱刈デー71ぞ， 魁4I-'X摸も謎縦して零蘋さ｣､-, /18ノキ丈まで，デー

'需臘鴛急了≦:二．莞,ｽ｡州麦琴…噌刎雌…｡紬…
の‘大勝=>‐トソルフラ,ク久。、牢z手''周期凌浄ゞ虞峰子！ざ胆“』 下､図峰黍
7”！二， 二｡’ 7ケ.’7久・'髪託'･-ｲさ,釣z6了月宣､と‘＜荘K獄観測土@kl､､ 39て．霊．
こ・,“毎風朗猿詠'冬， ’7討千末までの慨測データにも． ,で,生ソ、認飼う人甦‘,も し伝

齢,を堂f毒菩,二控圭ﾄ熱毒慰雪辮蓼"志＃W雛壇鰯
2、、 ： 』とを手し~Z、 ・ ろ．

篭澱鯛恩握ツア謡毒就鷺"非細他鯲:”…湘測”
支南足

S"ルー．/ /<. ， 工cIz-aft-3'-78-ﾉo, Z;､ct.Qf7認』舎吟勉γ‘ﾙ",'''･ 'f吟,泥J｣‘
、』峰愛『差｝88/V瓢'塗, ,¥6-8( 17'79).
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流源面中,|生線刀､ら求め剛ELIONA6NETOSPHEREの太陽周期抵化

篇藤間生・ メ化広嘆・溺戸正弘
（詞Uズ擬） （眺澗?吃） （甫化エブ〈）

m-36

’ Ⅱ
日
日
９
９
０
Ⅱ
Ⅱ
１
０
０
■
■
０
■
Ⅱ
１
Ｉ
０
８
Ｈ
１
Ｉ

[11目的
太陽が磁気圏彊肩し、 力､つ樋脇易が周期的に遡彰でる5，【I］展第や紺#/{もZj.L !享嘆7『あ
るにも拘わらず、太陽磁気圏自係臥と‘‘のようP､過潅遁経7並彰しigJ-がらso乙ARCYCLE
VRRTA皿工ONをでる力､につし'7( . lルぎ1ノし伝説が殆ど･汀5鮒了ら11/I7し‘ ’』し'。 本譜壷
7.､ IJ. Sa土とo(1975, 1982芽')が'二羊燕MODEｴ")加易幻､ら称えに太陽周期蕗化MODFL遁綴々'｡、
D盆哩力､ら裏ｲｲ'γ、補足可るじ,とZ目的とでる。

’
[2]fEI資料じ解約

太陽風流源面上の脇湯DATA (丸撮・海辺
に重っ7太陽蔵気圏中性面の追跡訓アリ､し'、
陰。

1982） にもとづ．いてユ5年闇（ﾕ959～ユ973年）

かつ他の減々口~太陽面‘太陽風督掛と比較し

[3］結論(HELiOMAGNETOSPHERE のSOLARCYCIJEV八RIATI0Nの MODEL)

確認・補足fr〃にSOLARCYCI,EVARIATION IJ.7r

のcl'クに緩")ら沢ら。
(1) MINIMUM-工NCLZNINGPHASE . ．．． ．AL工GNEDSTATE

A

REF．

中朧面IJEcLｴPmｴCPLANEにぽぽ利孑仁な|ﾉ 珍重
抵廠･けが1小ずいj易合にI。見力､ |イ上SFCTOR構拳が消
滅？る現象方観測すj/iゐ。
(2) MHXIMUM-DECT興正可工NGPHnSE ．．．．、ROTAT工ONAL

’

▽

太陽鰯磁場の反転にイヂヅっマ中I陛面REVERSエNG
－

回転盾転創孑EIウ。 -8才的に磁気中性円盤打『陸
ずる場合もあるが． 可ご消えるの7‘‘、今膝を麺し・
ｲﾆ釧些乏崩了もの7.ばり･い｡
(3) DECLZNZNG-MｴNIMUMPHHSE ． ．． ． ．H両ToTOMAGNET工C
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抜昔女一女才兼理論も、らみた牢古線大喝時日斐化

異ち'性の22年奮動
忌島 ～男 ， 宗像一起
名士望

宇宙緯の大喝時已斐イヒ異方憧が､、太喝謹喝
蛙性によって22年周期で鳴動して、、るこ迄!ま、
旱くい弓報台土IILz冬之いる． 鎚々Iま、 この
軍弘紳ｵ獺ヌー針筑理鵠(DIffIAst…C･､、Ve"､｡4､TI､ec,7,）
にとつてぜのようI乏談頭さ取るのも､を調べ､之さ
だ。 紘激一鏑東方程脊の謹値定常解も､g侭5
dLた太煽日寺巳杏イヒ里方性乞右図｜之示す． この
図は、v＝ィα･"､で､の畏方ｲ生の位桓＝垢橘柱極かg
麹’た角礒'二識し之描いた毛ので､、禍69年に鑓
まった太喝塗､鴇頁転の以前（蚕總）と以憤（鎖
韓）の謹現極'1生の各α｛こう〔すする始興哉描,、之ぁ
3． 鎖緯のb lさ久!之上とべ､之、微､葛のミ『｡､"qし､風hｩ，
とのcoll芯to牡のm4-f､P、セイ/ｲoにした結票さ､ある．
園に謝られるよう'二、異方性の位相は燗6脾の
反産遥迄もlc18kか弓1gI、ヘヱ前造し之*､ ')、
この傾向{愈窪昌昌ll迄合つ之いろ． また、 この位
相の前進Iこ'ま(atit(A*,､‘塾1 ，J｡し､…、…_』､‐ － ‐ｰ｡',RlI j皇に'まいtit仇｡k,､‘ﾍ！』eし､s&-もγ11'諺､412
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GRt戒こく3
言×▽uの裁恥母､裳61、之‘、弓二喜ぶ､Ihも､っだ〃

今回は｣汰上の糸宣栗ご合わせ之、 上の位担の
前遊ぶ､ Ino4(,t1A-tく｡"PAv､‘u‘､etr(之乙､のような依存性念
示すも,､I之ついて鶇告する． 特に、宇宙韓依壷
男の上w這弧QRV忍､E"(+るSCz､七t這汽崎3を從来｡,掌方
餉巌宅の4，5非葺ち奄乏の{二苓えた士緊債!二・フ！、
之も鞠告する予定さ古音。
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宇雷線太陽時字日変化N－38

矢作直弘
鬼寺大人丈

録受
俺大理

島橘へ卸
鬼寺大放育

捷島一男
烏大理

写種繰午H灸化の瑚尭は， 宇宙線モ実Lレーミノ§ソ禰冤のキーZ~も長､>歴史を

職て尾ﾘ』 その機織の解紡から'宇宙線窒慾豆間萱ﾉ可の物理につ''-て受金石拷扱

"ぢ得うれ‘て免提．

』i-(， この半8麦化の，入射1次字宮録のスベ｡外"'依存にﾉ河する別記"ず

1GYE1964年上につえ艶に島是れ･て居ろ(M｡減。tal.)"う この度鬼･"

これらの＊を』,まゑ更にヂｰﾀｰ芭嬉湾'て解紡を試み表綻果にっ1 j~Z鞭をする。

最近Mor･ish辻akよソ1％4年よソ1?7？坪過｡?， ；八進鳥釣る宇宙錐中催子

戒分観測ネ.ﾂﾄﾜｰﾌて･得うれだデ岩ﾀｰを用4>-r，宇宙線中稔子患農の太陽鐵

宇日愛'化が華〃られて尾jl, これを周､>てbestfit減により，年単位-て…ズヘP外ル

催も性を綱くる． 均ここて･副‘,ろスヘPｸﾉﾉﾚの型ば’ありに封し-て

源陛見=海でw…鯛っ紬(表す吾”棚⑳
師謂powerezpoy,e"tial理ﾏｰおろ。

’

１
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字|畠碑別-赤艮豊衲,壁』の￥卑麦施し
E-39

，惠縞,、色P 乍作直--両 侭監一屑
磯キボ･赦袖 （署千尺･人恭に） （免犬･現1

所片脇洲､!z'袖縛Fを“傷t5Y､-W&豐拙,･i¥核化疎恥

蕩 篭謬
皇瀞輔聯鮒段段藤&卿繊
了すふ可さ。

浸ら'§桃三項え_灼阜脚斤｝

渋且‘ |邪7 の二任尋 鳥ネ、辰．武

捷蕊

':Wt
兵"､ラ今
{に餉称
71､ ﾕ.ﾉ‘南
仙職｛
L｡､へ′2/"ジト1時

琴L真"､‐

剛｛に『

黄|ヨ'1アブ､､ｽM'7 1、
Iキ
ポ

'銑訓岱 こ
◎
ご
Ｕ
一
．
壁
』
ｄ
〔
。
、
ｄ
画
こ
》
ト
コ
で
ふ
むＩ

篭～罫乳~湯 弾･一鬼偽~豹応偽謬一境一誌‘幽暑さ

｜
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
↑
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｉ
こ
ｌ
Ｌ
』

煙
皿
和
印
知
迩
↓
一
》
毒
“
呼
岬
恥
如
率

・
・
・
・
倖

Ｉ
ｅ
○
百

。
○
ｏ

う
ぐ
刈

砿
“
↑
》

Ｉ

‘ ’ ’ ． ’ ↓ ！ ‘ ’

1。 ”…_ ］

Ｊ１１’

ｌ
‐
一
・
・
ｉ
０
．
『
，
‐
，
１
，
‐
三

。

１
１

〃
ぬ
糸
０
１
１
１
－
銀
叩
い

く
Ｉ

－】

1,2(蹴剥
4

1
L

(VIIBI

'626 1828 1830 1832 1834 1636 1636 1840
6

Bnrlols SolnrRolui lonNUInbor
1．0

03

ｌ

い
↑
ｌ
・
言
唾

く
Ｉ

r z la
－

６
４
．
２

◆０
Ｑ
Ｏ

’(If7tf

↑
[Vf

200

IEO

＃ I

192& 132g l330

S』.ﾉL

lgj2 1334 1"6 1333

Ro温悟ごY、Nw,.､し“一

ID瓠
ａ

■

Ⅱ

Ⅱ

■

！

－179－

L



羊!誼綻三次元異名性によ’て生L､､る'苧宙 変線日化、Ⅲ－40

’ 長島一男 龍同売二
（殆大露）

松崎請司
（信大理）

脾＝lL
BIf

三次元異お性の定式化に墓っ･〈距測男方
性の計質|さ、すでに長島く／97／ ）に
ぶって掠延れくv､る。

’
図1

この定式化による計嘆|才、賛圭座蕪ボと
赤重撫荊八の変換ずと〔順っゆゎ水だ．

基図菫織鰯撫皇鰯へ。
、実'二世

f灘と')あつかうe(即参照）

申雛の蝸姉'す軸対弥ｹ流が娠定さ
れるが、 その品々、里方'性の刷加Y}<2-AxIS
は､成錫と一定の関'隙Z特っ， （櫃がつえ、
座標純{て､富星閻空閻磁場…(官)左、
そ勅とL焔お錬余を用i,るのか'危理餌
と考えら収る。

E“Pt丸一剛但
9.1回r－Ir1‐孔1と

砲一

図 2 星
一

〆

’
〆

雪

Sun

軸対称の論'姓の迺酬和は､戎関数涙
開にざll次のように表現ｨ'きる。

F('i)#h4x)-""")
赤遁嫌縦'二知ィ鯛L

局(”＝2〃(W）
桐1=6

ﾐの典粒ﾐｩ（ に鯛変頼の上りぁっx’
し1を行持うo

11雌羅 ， ，朧灘
’

陰剥陸職1固
乏こべ、

eニョヨ､粋。
g{例晶=gh'I7､並.ルク恥(Y十ば0)

綴調髪嘘毒縦胸熟
ラィ'､ある。

〃んと得食收だ。
Y=蕊一壷Q
tahY=c"品伽Y
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’
活断層に伴ばう低比抵抗帯下部で｜の比樋域変化は
見かけ比抵坑をどれ憶吋変化させるが

m-41

半田賎
（佐奮大・教義）

叱極抗モデ|しと,して. <EGk<m､謀さ25Wl

の値じじ拡椛誇芯考え、 j二巳種椛1直はjブOCOSZ･知、
1割l凱さ30､OOC兄･Wlとする。零度6雲2～
12,6“しで低比抵抗壷の比池孔小池ヒなっ

に喝合、 皀幻､け“種旋愛化の忌夫値Lま十79％
である。 ｜､4K帆子り痔ぃ郡分の比種抗力●
栽少しに場合l峨化l獺!こず:る。 当然、
哲化墨は比抵城累常幻v地表付Z程大きい。
ユの試算は2ﾗ更元,毛孑・,しで､あ‘)比種糀要常
b噸蓮､振逗芳捧でしか羨銅できすfいので、稜
fC塁しま予感ｸﾄに犬きいが､、最大値乞示可と，
誉ぅころパさである。

歌田(1982)にJﾆｵしば、 -EL1I－M-rの信翰
度はg～｣0％上考えらjLる。我/ﾏのシスヲ
ムでお|司様の籍宗が得らALている。従うて
8%の変化は、 シュー々7共振を利l羽する
銅弓,ステL』､でも、雑音の'ケrfい湯前冠蛍ﾉび、
抹計処埋による信頼,性の伺上色討lしば､検
獣可能であろう。 しわ､し、 イ畜号森L二人エ電
流を|君いるさう蚤力ぐ.浦度の鳶､，け､らお、禦擁
対裏（スダ､ソキング､が可能↑』ので）からも
し手ろヵ､に燭LZいるz乙は言うまでもす多い。
日あざのゴントロー,し． 、ノース誠の帯展が

山雨宙｢庵では．微,'､rtと,震力､､域展おい!ご
掌中することか､:､知られ-と！、る。山崎断居で、
'ま渇晶が．地震癸寵のトリが一と癒る二と、
地霊前!ニヰ戸の地~F水『暹弄イオンヲ農凌↓二愛
化b,『員ら#Lる15'lが．ある二t二, 、断層にﾗ･占って
幅広い低比種輔等が､存極するここ写｡~ら、
地震諾塞磯癖と趣-F木とつ>③に1司らずの閏
I氷が．あるZヒザ矛窪到さl)LZ. そIIL-ZP I ミ．
ぐでL求箪也震莞笙に園建可ろ仁じ描抗の抵化b､§、
あっzもJこい等ぅ（二選える。室漂、 このぷ
う寺多観篁ヶら． 人工滝流,二Jこ

る地下o7Fし殖ｷ点,蛭化の毛二勺一が、 8毛に嘆
滝な狐之いる。

忌虻ELF-1､'1~r惑を．比キ直流8寺面変化
のモニワーとして用いる試み｡である。山噛
断屑で↓ざ廻震の震源采成分寺の中,､こ』､ t水約．
IokJInにあるので、EL戸一M丁ﾗ古､しま有力ずょ午
段であろう。そこで､ . ELF-r'IT探査によ
って推定し恒心喝働ﾉ層の比抵抗モデ,しを'弔
い、値比域抗諾の一郡の瞳し描戒が古I二減少
場合、見刀~けの叱菰抗分牢にどのような愛
1bが期偏できるか莚、 渭限軍票怒乞1羽いて
求めた。

図は貝ぜけにt,TIr抗ゐ愛化老百分孝
( loooP/住たぼし△f=P-a)で､表わしに
もつである。正は上じ瞳才九d)鵡刀口を.巻c朱する。

I

望まjLろ。
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m-46

宮賊県に入､りる施股農層部の比抵抗分年

北村保夫ノ瀬戸厘弘，歌陶久司
（東北エメ~) (東大震罰）

賊欠オヒホ､ぃzは砿か除‘)密辱電磁気夢的な観測が}灯心わ卜東北地方の地下稿吃
につい2は詳紺丘司脱げ行厚IbLkzきた。

Lかし噂ザ噸土地方輔作升“zはあすがい､肺尋1M､2いない良め狭々!蕨先ず､膠峡晶
内各沌才患な鈍錘鼠三談分炎化観測ど行うzいる 。

と(k*の観測がジ迄城齪{二みりも地下の電成気掌的構造こ推定ヲ3前に, 手軽庵方逮とし
2VL.FfflT透により皀城泉内2職地殻表層師の比延抗分帝の観測と本弓う月に良施し友
・洗土図啄%の霞測細§し､ !諜測媒分布逼不（こし1号。 図鋤中2･×印ごつけ蝦は
VVefhrneY､遇によｿ施設表層部‘ｼ比抵抗測定丘1座揚莉E尿l 之いろ｡
沈込図は追渡湾～柵"9測操ぞ､9測足諺果の例"畠ろ。
之込で(3Vl-､F観測が輝勾鼎蝿城県“､ !↑ろ比抵坑分年とM/er}'lmelﾊ懇[こょソ求め
ら卒限比抵抗汎ょ秋､竝賃図迄､)比較心抄につい之報告する 。
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東慈・ 甲嬉越兜万の露ﾝ微風観剃!<ク｡, マ
ーロ－47

地殻丈私鮠緬混7-ルーフ・
行武誌（東大系淘）

象虹"燕(髪化Jもよび地電位隆笈仏皀，
広巍丁棡液厳轍I<II-)r<うて槻剰し，建鼓内
寿の電気私施分布z明も､ 'くす3夛しサガ司
諏う!<r孵氏．卿幽本ず11｜蛇索副汽
鬼緬上野絶殻で比私和物｡閏4，地震q少
､'千郡淫鼓で比私報勾､岨､'と｡'う報や鞭ﾛ
TI<埒っ沢．

／31外'廷， 啄意鯉オセ､弓甲信遜煙弥'く勺
服装1司鮎則E､潔純レr< (1)起殻の庫〈雁
jZI/i7ezの炎秀イ，地殻内野の電気拙報勺く

じのなうl＜‘分砕しz~'苔ヤ．③二一天機迩錦
余箪)･1－静la燃藍鱒， ﾍギ史巌造蜘，九tが
この型爵の沌鋤層である富士州鋤/§測膠で，
電夙私箱桃監_bぐじ-.､よう ’くなフ2、’ 号か，
握調ぺる。､わぐ目的づある，

渓}司鮎帥急!*/”周託偽勤拘随券力樫して，
%/ '2!急詐1/7JE､汐， ／〃ﾕ坪ケ目も，弓/'9罰
で連縦観測迄家施しに． 冬暹.で･鋤繊則浪署

掛胸'瀞／表'卸し恢血‘)である．
測尭錨河ボヒレfく切'千， ノ便“舷の人工電

微為愛化到l可b､， 自塞鬼県ヒレZ 1.間期『
秒珂ELF籍の変化勺'ラlﾖ期稚時'aの硬必で・
あう．微玲Ⅷ'lf!<11諾芽泌｝w罰や7ラフ
クスヶイ ト理磁力計竜Wl,JF.
データ解抑零｜沌兎蝋剥し誕壊関職ｬ，

エ.LzIucZ息..､,’《e垂し （廷7､) -Z 1さ駄象斤蝉漁雛＆
測鮒で, j地繊凝浬溌叡ｨ＆鋤l司吟解約1可凍

康鰯浬痕周旋的で,分､組しで霞龍ｷである・
そふ>frll'｡錐果にっ､) 21#,淋職群し〈

報塔乏いろ、一二,,鈴果Iくつ､'てきう,1k3と，
雄識擬玄ｨ“､ヲ求釧9小恢L域必dtewwE"</

'<，群逮稗の畢導･ぐ蛾!<認")ﾗｨﾍる・燃
雌鉾卸脚､,勝直縛モ助くし1電胤伽忙分
痔3<齢,のあうユヒザ維腫紙3｡ 3K沌
猟知蝿．7域ｲしを解浦しZ，筵徽ザ厚､' 上
秀元弓4ﾍろ北アルプ'スザ，侭に私乗細.チ
廻斗I<蔵､，ラレ‘'〃〃上ゞ’う新舞M,噸弓小k

協釧担当機関
世当 機1卿

鼎／痕繩翌‘｜震-と
幾号 蛇患え

小箆-除｜

鬼塁_里
奈 レ､’

う久前夫理

赦圃大儀jぺ

龍久籏罰
来工-大理

免夫ﾁ胆．索北エ大

京域疏･神肱型･神埼虎ﾒ<

鳥取大赦叢
気象庁施撚賦槻･楓象痢
索北大蝿

索工大理
東大素腐
j也質訓

曼燃砿柵嵐緬
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、－48 更老・ 甲信蹴エセ方 ！≦潟1~T さ地聴気譲釧

一△A露新一

筏本哲男 堀蒲比価硫研雁7． 'し - 7.
（地雇員親謬If6 )

1 931-嵐到3月が57月仁ヵ'け7勇考・ 甲信融進方上 ~F､ '｣7Fﾉ‘‘バ"渥璽'鵡力計． 良

ぴ誘導型磁力計雇閏11て蓮蔑ミ逸電余へ緩き'|ザ･ﾉz師喰撤魚介協力'二 ざ 、 ご飼層↓) #IE｡
堂ハテ‘1－タ例dA要摸陶效1=ざき解斯'瓢垣磁気綴遡1儲ヵI"偏噂、 E_ <A璽篭関数I=ざ3

焦折,司匡v建球“牡リ>JMA",,u?も7) 1=#3 1c"+s¥L1('re ''<"｢(c,cl勤方義'二浜3 t鋤 Z-CW 3.
種愛|_駒9糸魚I'1 --静岡猿逸稗ﾋダｩ$! 、 左き‘，喝楼鮴しZ欧畠芝JI Z ,1 3 ， 国-1 1r示可き

う|ニキ郡B毒ハ太平寿鶯ハ息鮎馴地､原z･ 13 ifrla"…vect霧､- 13丈きく 、 しかtきく方向"・
E"3 , Z南東|言向う 2，12，戦f日本豊悼喧衷杓しZ ，13。 しかし､ I向薩引､ '二派1 1 2 13

R恩『上i'nsc7, Vec七参一r憶非縢仁 '1i七く ． 力､フ芝q方向tたきら喝！'。 ごh I= -, l! zI尋卑下鋤ヲ

つ‘'理由が‘ええ今れき‘ 可噂I3も、 肉薩伽垂下電気伝導蘆が．大き‘、 、 踊る 、､ '君一様と‘蘭3
ミヒ、 まF1sB本志と大平壽,,老洋効果鋤粗製に基きも 公込･顕3迄Z入ら“3．

言信中部BFZ･ 13国言ｺ_ 1ご示すよう i=CA係数旧飼刻'=jETLZ大蚕之、 芳向共上着し11X
化鋤意!' nか‘椅徴z.k3 7)I,' ､断層謹逗横断可3槻劃､侭6 ， 7 7 1。 1= -> 1 1 2ぶく員z針
み《こ‐BrIgi,isc"たごtﾓｧｧ‐ ハ傾乏'二ケしri"ll ゥ",ホム敦7に職cらオしき‘
途麓員脈動の4A解祈l3捲翁杉灘ろ

PERIOD32(m)

』

1r(AIf+Bf)''21 （Af+Bf)'′2

.‐ 〆烹.．･･･､.． ‐.･-,.--
～グ｡ 申■

●■●●合｡‐

一一

争

令･李.

ゲタ－－J
0

－NAM1AI

－－ASAGIRIKOGEN
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Reai(0.4)

Imag.(0.4)

－1
一
一 l

PERIOD1000
I 』

1 10 MIN． 100

1垂－2‐図－1
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累寿 甲信趣麺可の麺磁気・蛇電識獲ｨ迄？幣荊ロ－49

・承個尺司，粁誤釈／妃殻に捗抗荷耗ｳ、{レーフ”
（東涼こ舜錘莱獅範所）

迄叙に稲樅詞冗ﾌ･ !し一ク。て…伜、 '7 明らゥ、1二才失穣遊繰以誇ょツ仏に祉抗'" ，
Rzgl～ﾉ･月にわ､!-i -Z, 束寿甲信逐煙刻 濃ﾉ‘･几． !,,経良上蓉』。
に万.いて電襟試錐息合顕剰･と実沌しだ‐末観 誘導鍛力計と主体上 j~j"確貝 ・返電うえ
xIlの目的13 ､ この』セェ蒋尋下部妃殻巧･ふひ一二 観裳1 13 , 8月中9 1二集中しZ何薄し、 , -FI"'ど

評＜〉卜 ‘しの尾騒に拙机鳶邉セ調べsどこ 妙雍〃針そ主体迄”顎設l '3 '月中。
1二功JJ ここでｨ3.だﾉ鑑氣 ゴセ直裁変化観 に嗣鎧し･L /IJ#キウヲZ-紅綻し雁。 この牛

刻'ニモとつ．-く ，マグ･スー ト テ 1レリク麸の瀞 から多目？ベ､ a附斤満界の一ｽﾘも認クヲ3．

莉鐸尿,二つぃz兼信73 ・親誤り13午フク周 図13jビァルフ｡入酌却に位置す" .季野鼻泳
戒数玲(vLF, ELF， 韮巴嶽久脈鋤，鐘員鹿 Ⅲ|麗裂Il ,県､ ("9､v)1"観或')迩小庇蕊､鼠換吋う託
etc ) '二わた、 z何な ’た． 縁側で〃＆・ こ？観測泉の逗電未夜ﾑ巳ｩ将
茅都のに緯抗絹迄と承‘，うぅ宵､《ニモ ，乗循 縁,3，界”角牝衆のビゼに痩代の採価が非

却の麟逼!＝詞73情報ヵく･多發‘だ噂と辱』。 常にIトミ ‘,､ごヒヒ，鼠ォ柊が･あうソ啄謂で
えこで今回，3． 名泉周期岸観剥臭（行式， 崎ゐぃ星？-ぁ3．割期元ク緯笈ラインヒ2-ター
沌璽に拉抗獅究フ" (レーフ。の講表謬韓． ）{二あ、 〉メイシソ1レの静莉値から、 見か'ﾅに診抗
､､~Z 、 VI-'F･陛下 ，≦よき，ししVV令甦裳渡L 乙算玖那と ．鐘fし､,”に乃a｡－釘， 間
だ。 ソヒり鑑果〃、ら椎捉赴小3条偲令P (""o 期惣1.約9群かヮ極詠から笈りんもめで13,

令崎t･･ )のに技抗秘港”骨獣,3次”よう1こ 荻ﾉ‘･皿、健皮，見かけべ抵抗但が､得らい
ほ3。 （‘）千表榊廷稗氷aうでI3 ，狸と几･"、 の zし､3． どの紡晁13 .符虜の琴象を奉告し
あぺ抵抗参狸か‘趣く承抑!§唇雁？』 。 。)東 程索棋日浮の濫界じ夙推'二， ごり欠承？下
霜疋力 （乎欠繍辱線』火雨)て-(ひ.炎晴押､3 群JE役にr .仏に抵抗系"令倭参ｱ3可能'陰
"Ch2fに拉抗蝉必"!～葱jo.nm)て-ぁ3 ． 甦添復し.ZL, 3。 ごれぅク同戒汝隼・ヂタ
(3)冨多火LL,周αZ' 13 .求備1冨高に笹仇物復 ‘ず．戎存瀞析平のぞ？f〃＆‘ｦ'z…，芽（く
がぁ3が、教／･ロ加纒笈の罫で！=吟3 と． 1ﾁ講衆時に叙騒マョ ．
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締鳥に軒けるTYan8+ei- FIAnc"onm-50

ﾊﾛ藻誼司
地磁気観測前

将島金成れ連続蔦（白塞来，特木，肩械, F ;8i ) と産屋上の全万裳抓総合差△F 1こ$乱

,外訂鹿瑞電動の影箪か､課めSい， ( B愛化iziT I て ！ま墨大約鞭nT) まE島肉d)X'1頁間に
可 ､1てモ号工I nT程応の影管が認めs帆ろ。 この外群建場の影響を漆<追始 WeL9kte4
- Di帯…n哩窒， D･工福正去を試みたff, 、烏ソ勧杲'まなげっに。今回'よ鹿屋の成令値(X
, Y成伽とムFを用､’て求埼にTmnsfer - F uncx'on玉につ！’ てイ奇，に締果を報告す
ら。 kennethgo)方輩（立前1) t lま黒な') j甚準値の成令値と（ て x， Y噸命のみ仮
、便。以下‘)式を儲{}て， Poujer- .sPeciこrUm室で.rranEfe)- F"r,ctioハを計算( E・

"(uj=AX(ID).><(帥)十AY(III) 6Y( uj)

結果はF i:Q, 3に示す。 F1921xAX, A､rの実戦笥令にフ 11て示（ ておる。 F I33
13AKの町＝ 0．o9～0.03 〈凡Qd(α"、. 77'in-l ) に詞（て菜め辰4個の平均値を示り． ・ l q

AX 98 s: ') 3z耳にがけて
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い冷・

食前土

碇ctonomQ971etic

Event Oe惚亟ion

Usin3 EmPi ri cAQ

1Y-ansfer RLnrti on

‐--… lくE"eti ctc

・ 丁GR VDL 83

SHI0．1F

I 1

一－0，1L －

MCHql

I
、 I

－－

一一

-0．1ｰ

0

'「 ARI

’ I

-.0.1L

AY

Q1
SHI

I－1－一

-0.1
一

0.1F
MCH

曇
一

I I，

L－0．1

_一

0J ARI
一

－

－
４
１
恥

Opj

L
0．1

-0．1
FIg 2

AX

MCHOO ー

I
D

I I 車

一ql

1978 1979 1980 1981 1982

F1g 3

-190-

1



初歩的薄地電流の測定日－51

（大愚料逵瀧薯,,_）
可でKいちいうほ囿T･･確立さ‘例了llるこ鳥ゎ収5地雷流に関Lて、全く初歩的辱剰定

更雅を鐙めてみること 'てした。 ここでo目的り一フ'て!さ、地球内部に闇する情報且)中で．、
尋I更弥速の比較的簡単（厳察'で1丁正しくち､'制･）肩地電流を上りあ取亘咽を放詞ｲﾋｳる
てと、二つ目に'説可能刷夙リミの地禧筑の原因を調べて写ると{!うて上を考えてL)壱・
欲､今回1才鐙め礎鳳-がリヒいうこともあうて、十ﾉ茄子－7を出稲で．に至うておらず、
槇涜測定打鵡の一部を報告する為･けIでヒヒも淀い，
地雷戒の到定りだめ1て‘ 弓す･･電極とLて銅坂(原芝土州'wI)をyXgC'fiz9丈萱さに和リ、

水平成行に了放( IJ-5,E-w, NW-SE, AJE-gWの4成句，冷々2枚ずつ）と上下成布に2枚（
U-D)の令針10枚を使うた。職鋪布の霄砥9閤瞬は60 IMIくしだ．雷稚の設置姉好太
り跡.斜学救貧センターの敷地内〔丈諏隼の南端,雲近‘,附) -r{、直径が608"ボも課!, fi･I"
亀o…平内の採誕5o&'wtの児を塩ソ‘雷和を超J)7Z.",て てり顎沸‘ﾌ像件貯白鯉
‘)？号の城態で呼痔い。 こIhう脅瀝穀置り科子守図上のい),(b)Iて示し漫津ﾘである．

雲り定時覗狂、 束蜜電波巣の商蔑･度直流零圧電三；W(PM－18c)を使い、 5成令の雷巍
植をセータリーgwの切替えによって行うてしりろ。 て肌寺でり予偽的弓君1良T'時、造下成．
"(U-D),b'-景毛丈受＜､約60"/4で， 下かう』この力に窟'~T漉肌､笑いで南北伽々(N-S)
で‘!'勺ﾌﾘ/1AA ,北かラ南に面，了筑恥ている。他の欣府序少い、

当令の間'ず． 出家ろ袴'↑算牢的甥1更と吏駿を榊菰， ↓)ず帆'す託毎卸てぷ，了連凝剰蛍七段1． 、 登圭pml－L－ －1 ， － ．

雨ろに
疫柔ブ

薄出か
北・的

，時圃

鬼を行い
を調

、 時
べ壱ぷうに司る．

地麦面
""//""ｬ""/"/""/''"〃/"ﾉｨ〃′"i

I 3o胸

(q)

ｲ”図

N

Lb)

平面図|ゞlW
1

〃:雷刷反
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図1電極設置の瀧子

－191－

I



m-52 誼秘孔的ノイズ判別(Z エろ趣下堪気ｲ参､導良夏常

松虫の試み－版の練るj字‘ノ ブも合一

曾露潤一沖，⑤画良平，
島鼠久淡淡

（を旨） 昨斗8月，ャ次構造縄など我周
の主達報逗鰹の堪え伝導皮獺道E謡珊ずる目

均で行‘1』/t恥束海・甲憾錘沙也域のCA協同/妃
測亨箕vLB,･7て長野鉄旬危瀧村(MSN)での浬
測t担当L rL（図ノ ） 。 この池曳撃穏進線
の!工,ま.逆上奴ゐう，趣気侭､専良｡く･ど･の燦な世
と宮ら汐~‘1紗‘,〕毛喫水ゐふ問題毛"ゐっ症。
を問の,誕謝‘ユ予退外‘z久迅なノイズ. ､z'lあヌ
シ.{,‐久滞史問‘エ比較(夕舗穐亡､ゐつrと。 とこ

らが,又の請趨な時間琴の。量惚吸"、5汐／野間
の間着微的画ノイノ〈:． ‘-承↓j'しることが奥)ろ。
,ﾖﾉ鉄閲隊〃､ら迄フ良ば､＞摩了一夕と理今（ 庇鉱
叉二のノイズ､1種田縄，虎行貨物まz7／列乎
のターイヤ‘とよと汁ﾉ芯7る ことが判明（風のど、
（図2） ニリノィズ､ E何用（てI也下遡気仏導
友迄求める 二と乞拭み丘・
カジ五と （て‘乱，の諺場如とと’ 1司簿‘忽諦導

凝カサrLぬら｣つれ宜泌喝吏イヒと周．5もの′
②睡場史化とレー ‘し趣テ匙j'L )剰フらデ､＝ｼと河
し， ，遼入採経の階,ゎツるダイポー ’し戎皿J: ろ
↓の（回さ） ＞ を別珍庇。 なる（図卒） ‘2

‘誤ザブ､ストーム ，士也巍気脈勅の派ヤから

Ca3れiaγdのMT戎を用峰〉屯得宛低も示Lてゐ
も。 ニリ繩果&/Lfjl'LLユニの遊臭の池下凡掛
比抵ｵiL値､1詞2?''Lぉ、》て異か狸が弾く』約J上』
ず句‘,､極め.〔低ゞ,鰻と江っ てゞ’ 3二とが．耗埼
a&Kも。

A ←＝0日 B レ 凡狛鍵（37KFし‐ん1 7‐DC'679Jソム由言咽

図1 ．浬測実及び

/飯画線

1，ｲSN(甫修撫村）

CHU("?久雄率）

"sK(,k痩駆･受職G1-)

HRK(乎岡Eえ）

NKT(湿田駅.吏趣汗）

TNR(天絃吹1尿）I
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9-53

j禽也霞先竹規象こしての比抵抗礎化の崎性

力武常沢、 山崎良雄
日欠文窪 東大震研

今、シゲうPIレカ・R-"zl二比例してﾗ戒蚕す
るとす狐【笈(1)式の謀2項を迦以的に説
明できる。先府的比ｵ"n｣凌化の砂択に変ﾙb
が､域いとす弧(讃、Rが､大き< IZMlば､変化の

振職が,l､さくなるのて､､、T".､'}､さくぼろ二

とは当綏である。

さゥに寂源或'こおいて、托榊9愛珊まだ
l求殿幾ｶ.､、旙原"',杙疑的臓睦1｣I't/s
のオーダ'一の逸度でｿI質猫する上板足しにと
ぎに牢するタイムコンスタントザ､Tlこ対応
すると芳戈,るばちぽ、 (1)式の寡1頑をI季

′9‘8年以来稗於)' l祭う由壷Iこおいて、
比抵筑蕊に計L二よる連娩観測ｩ簿､爽施さ弧-て
おり、痕･央_雁巨艇'二もよろい､、マク､､ニーターュー

F(ivl) 〃畷､ざ縁度以エの定』震30例につい
て先行的比抵抗変化か､､観測ざ氷ている。

図'二(よ先行時間T(単悼： 日軟） の常用
封玖ヒマワ''二島ケュード､Mとの関ｲ系暹示して

ある力､､、Mが､欠きいぼと" /2q7l｡T'"大き
し､傾向が､認;めらiLる。 まf二Mが､一定ばら'よく

震源窪確R (単曄二 km)が､欠き､､(琴ビ､T
が､'1、さい傾向力､､認めゥぶる。
デ．－タ教の争いM≦8，1の地震【こ間逮す
る茨化と用いると、T、 I､4お､よび､Rの間に

I壷説明することが､て､､きる，

"o3,dT=o.4IM一価坊,oR (1)

という関係が･立似的(こ威工つ二とが､、肢,｣、
自主法(こよっ－て求めら湿る。
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海底電位差計の開発： 1 電極Ⅲ－54

乗野芽三 "l'|朧月 府武穀
（寵大理） （吏犬毒寿ﾝ節） （更大地渡御）

鶏在、扱之'さ涛底電位差計（短スパン自己巻上型）た關発中て．ある． 短スパン（電
極闇隔へ夕“）の亀,仁差計産製作する上乞､の億犬の間顯臭'さ電極と券水間‘'耗触電位差て、
診る． 零厘で鶴測される信号の犬乏さ（長犬娠巾～／DC,靴y7/j'' ) Iニヒヒベz樗触電位差
（～／7）が丈芝､､ため，橇触亀夜差のドソフト炉バラ ‘ソキが観剰lﾃ"－タ'二丈王な搦響
を与える． 現在琴底電位差計にぷる飼剰lが更用化これて！ ）る米国ス7'ﾉ7′ス巻茸薊冤所
て. lよ、電掘'室至る水路を幼リ署るチョッパー云式'二鋲ｿ猛触電位差の易瑠乏眠り除くこ
とに成幼して!)る． しかし、 この云式'さ海底の水圧7ミゼ､織減的1己働く穿分ま学要とし、
毎尾'二作録させることがむづ･かし{)． 駁包はまず電極辰が擬触這伝差の''生首産調べ汐
数')電極左重ね合せる季'室ぶり， ドソ7卜の,1､さ‘ )電極左作ソ出ツことを才一目罐として

！）る．
epOxy r＝1，‘

電極として【さ銀・隆化銀電極左
用!）て， 》る． 銀塩化銀電極lさ、

琴水中て'用!、る電極としては、最も
霊定な性質乙持つものて割ある

オー図に製作した電極左示す． 電
極左作成するエ乞塞亀する堤嘩、錐
緯の差面が着孝であることと‘銀と
虚化録が茨唇する場所で､ しか志水と
堤触しら!） ‘ と，｛ラごとて‐ある．

また、 てさ舌だけ性質‘ﾜ測った電極
を得ることが堂婁乞､ある。 才z図
’さ作成した電極をすべて同一場所に
置之，仕畳の2電極間の電極差を愛｜
定し、結果丘と又卜7､ラムェして示
したたりである． 全く同一の電極
間ヲ電位差'さ零となる'さず､だから‘
剰)筐之八た電極差I冬雷極閣〃バラ､ソ
オz示す． 矛z図からわかるよう
に バラ"ノキのため'二生じた逼位差
は． 平淘が夕oo/IIzy-碓犀fあるが
、性貢の糊1つた電極進塁が出ツミと
、まだ,＆種薮個り電極左組尋合せる
ミヒ,二Jごり ， 電位差堂嶽ヶさせるミ
ェか可従である． 長崎間りドソフ
トを調べに維果七1紅一 ド'ノブトを

/o/M-r/elcり'以F1二℃､きるごとが
l わかった． ドリフトの原因こし.Z

OO lさ、測定系にぶる種種闇盈兎'二ぷる
易響が最冨L犬垂､’浬差えs北る．
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海底超ｲ云導磁力計の開発（その,z)
Ⅱ－55
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江村富男，中埜岩男，堀田隆俊，友田4杖』永野弘
（海洋科学技術ゼンター）（息洋梨ｲ乍所） （絃海洋研)（東丈物性研）

前回報告し尺予備試験用の海底超伝導磁力計!、続し,て，最大設置深度/""肌，計測期
詞1ケ月の，本格的な海底超ｲ云導磁力計の開発が具体化し，装置の梨4乍もあう濯良進んで“
煮だので．， その椛零)二ついて報告する。

今回の磁刀計!ま，餉回報告し7三超伝導磁刀計と比較しZ,次の臭でKきく異なう。
i・ 蕊発へリウムカ､､ス重強制的I<J海中に排出する方式を採用し，新たに, '|､型ハソウ
ム圧縮機を用い尺へリウム7､ス排気装置迄開発し辰。
2. SQUID本体I､傾斜計上方位計を組込み，客勢データも取3よう !くした°
3．基本的に'す，電池駆動のクローズ･ドシステムヒレ，従来の制御ユニッ トに記録制
御袈置を付加して専用の耐圧容器に収め， 一緒に海底設置可う。
4．挺琴に応し．て専用ケープ･ルを敷設し，淀上から電力怯給すうとI司時'急，陸上z.も
出刃ｲ言号の監規お-よび連続記録が行えるよう!＜工夫し虎。
ぢ・液体へソウム奏却糟の性能向上追行LI"冷却糟の恵種はそのきざで･, f71ケ月の
計測が可能となった。

’
6． 方位計に!さ3餉型7ラ､ソ フスケ･－卜磁力計を用11るので，前回と!*黒懲り, 1乱一
糸件の下でのSQIIID磁力計とフラックスケ．－卜磁力諭との同時比較観測制チう
こ上が．で・ きる。

このような塒徹甦もつ本格的な海底超伝導磁力計の臭海感で､の地磁気観測14，ワ月から
8月にか‘プて実施所3予定にしてし‘る。

ま尺，前回報告し渥超ｲ云導磁力計の浅海試験の観測資料を』詳しく楡討レノミヒンう，
浅海試験の実施海域!ま，帥とに海岸線がたうて ‘’3ため，潮流と液①雨北成分古､さび東西
成.分の分離が．あう表度可能であり， こ｝ハらが殆々，地磁気3凍分に反ぽ､す影響迄』 日蛮化
高高度観測お』ひ"スヘPクトル解村デ.-7 I二課めぅ‘hた°
第1図1才， 高感度観測記録の一部了"あう。 x厩分とY成分とは余り相関"､.なく, X戒分
とz成分'て'す相関が．あぅ ことが．分る。

Z

1#02 20
JUNE5" 1982

回1． 地磁気の語感皮海鱈綴誤M記鋳〈
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D-I-F計にさる地磁気3威介絶対値Ⅲ－60

連読脅躯Iの託み
涌辺俊豆 本黄・ 巽守
東工大塞
蛇殼内ストしス馴欝仇打て5す蛇 今回は昨与9月mcA¥l司鰻ig崎に

礎気曹化を走震予知に園‘1ようこす3勢合 H.D.Z愛化誤E!脹寮!la､工山中湖湖畔て観
以前はう。□トン磁力計にさるF値ザ飼い 鋤I民． 柔さと ’ て固定台と爵‘,3余括
りいてきて＄､る級そいざ＋分と、， ラわIナ げ.なヴッをのて．三脚を閑､、咲

沌磁気愛化には.当然万向性 予備的絶果上 I Z F値綬･1 ･ H,D,ZJ IXrでlさをい、

ザ､あるのてう成分ﾗ91定ザ共竿と恩,bいる． 分町 1菌間ざとめ値,貧つき稀岡と値との
そ､で我々13. D-X-F計を用11てう威令 差足をソ 下図'忌示（吃又神岡の値を矛、
連読観測E誠jﾅｰに． ，て島蚤
D･I･F計は． 7°ロトフ磁力計とD-エ計も、 H.Z威令!ミド･り7トザ且9いきの直訴

ラを弓. D-工計は園土沌琿碗型磁気俵． 芝りく工成分のド0) 7 卜の贋J)てあり．架
荏の非磁性回転813且ぃ侭直壷するフラ"， 台ザ．罰.‘て （きう農ミ とザ､原目と考え,ツ嗽
ウスヂートセニウーを鞠リ付げたキのて． 愚． その徒．遍鷺電化にざる迄闇期q
DFI,d)縫討値ザ測定てき3のみう今郡連読 ド') 7 卜愼つ､､て｡現在栴榊てある．
測定tて-芝3
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Ⅱ－61 地殻の巨視的ダイフ

地磁気変化 (Z)

笹井洋一
乗壼大学・地震研究所

CA獅穴会〔I帝3年）で､ I3_上記鋤表
題で･複令､象不モデ．ルC萩犀/777）に伴ク
地滋気変代例厳震解について報告し辰。こ
こでIJ任急の牟越走向且持った鋤IALIgcna4
1こざるダ､1ラタンシー状態のモデ・ﾙｲﾋと．

をの瑚紙変化の－般弐冠尊蛍しその脊
別加易合としこ水平クラ､ｿ7が室虐万向
へ府1口し辰ものぶう坂元がウ八ヶ矛Eして
いさ状蔭を調パる。
半無限弾↑生俸nKくい違い面星且云える

。 その変位13(NARU､(AHA /764)

ピ撫貰鰐空騨健筈(嘘"州
の

圦撫鵲熈惚難難僻＝篭
IJ フ・リー>I莫敗岫上Mr迩邑交換㈹肩
けで･全く同嫌に取独えう鋤で ごこて'､13(U
式l亘茎づ．弓磁気肝テンシァルa港一九う。く
い堂い面13十側と－側を区:'lし．該線圏ワ
ー丘＝一画と定義して詞く。(I) , (z)"'w7
＞ソルハ諭和記号名略さ灯なってい§・面
に壷直にl制くわﾊt4Ligc/,α心＆のり易合． くい

登v,ペフトル'3zn=4IAF( ;uK=4(AMj
で．与えらいる。従つZ(z)式の樹師岡敦la
△山w迩吹＝△Ⅸ加湿雌比=4(AW雨､ (3)

7う“'7が'J’3く這方から耕めて7つッ
7の渦状彩面の各忌で､の鬮乏方の相違を無
視しに崎．

Ww,(e)="AUw詞、 針）

魏怖三呈胴｡臺些鍋腰莞這鍔
搬冨剛蕊ず饒繍篭
開口庇離で表現食れる。
このように任意走向ハヲ|宏割机且Iﾖ、 ら

樫の歪核のl >傭を合て･表ゎさ肌合｡ 7フシ
'7ハ走向が卓畝方向這椅復耶訟ら恥方
向に一撒恢主c､こい倉上易合'乱7フ.ラフ錦，

寡醗!§て蝋震1潤蒲罰

タンンー、モデルIこ
、

伴う

時U6"(L+i)填同ゼpと呵りW"L要蝋
＝要CWiW十TA瞳十噸{)E:･ある． こllll3単一
の歳不℃デ､ル岫寿とl司一でゐも。従って
複〈合奴本元デル'ｴﾌﾗﾏ7の走向悼越
1世が無い儲合と老えもここもで､可も。
こ二で､水平7う･アブが上下万向に耐ロマ
るt易合E君ぇ急。こ杣3(a)式で'1槻のjﾅ現

娯鶴円羅鑑薩謝琴霊
モデルI亘鋤t也殻変動'3.WIHAz9K工α7畑
によ’て而寅さい辰、ニミで､I3この歪核さ
親恵〈M1）に従ってう次えがウス術予で
tにモデ'しIこよぅビｴｿ磁気変化を渦ぺ､瓦

，難戦噂} '③
ピTy糠気脈テンシアルIJ

醤＝険仮'’心(側,篝,鋤〃伽

胤撚鱸雛冒掬
工麹蒋(今ハンテル変扱)X用い3｡耗系13

醤--号に｡O為孤k州ﾋ

ﾙ①幾一号r鴎肌')鮴
*-r口弧側kdh

端野割澗総言蝋
救とe水α)E合循現腱艤させ肱だ､ITlc
可尋､7tJV､。 Lがいい等の耐趣縄萩(3,絶
対精度8桁以上')有琿周散逸ﾘﾑ式が知s小

畠恥撫葛瀬で鮒練＝
二重指油剣教璽捜介質式色喧昂恥上.極
めて棺良〃高0，横値冠得もここが虫泳j｡
、fAHAzAK工,K."78),Sct･･Raf.1bholUA(AvzV>
"s,6'TAMezc",gE,"g-'d7.

－201－

I



Ⅲ－62 衙豆半島東野地蜘仇金磁力観測( I932耳l R－
／733年3月）

笹井洋一・石!'|良宣
東京大学地震珂好庁地織気纐h班

仔豆半島北熱Pで､13現在なみ看瀦ﾉな地 が､現酌調査の挿果を勾率実I3垂いと判
殻毒動が縦いており我々13荊張地i承の 断し辰。

Ohslu,wEM,C/帝1)13画伊豆地向くの/令磁
塁懸黙売織澪蠅鮪力鯏篭,…朝に諦暮…襟筋
から最近寸で､のこの地嵐雁ぁ． ,淵顕著､地 変化が唇在可うこと2砿め涙｡肴しく夜'剣埴
Xi3. 1諌f沖合のﾉ淑与3月 s月、 7 0汁のザ.』=7･ｿ〉フ，で'さエイリアシ皇7．現
月汎．ざ武本耳1月の詳諮鍵震宕勤と イ”I 象が起り得b二とを警告し /7ヶﾉ与夏から
年頃から勇痩蒻性化し伝ざうIこ見える東海秋ﾊ初島の変化IJこ帆Iこよう影饗で．,1J万い
岸の灌起で､ある。才I図'二教々の観測魚介 がと論じ辰。潮汐の主辱分潮のうち非牽侭

奪馴藤群議撫縛鵜認識鎗鵡蕊潮窯繩柵
威(3明瞭な網べ配列丘息し、伊豆半島家方 潮のうねり(2'o.ｴ日)であう。に辰"しこの
才地震H6･7<IWD･ 6 ･z7)ハ主断万と 現縁IJ正確に周期同形|37､であさ。釣3斗
Ir609位の角度で斜丈弱のが生目さ小3． ｜則で実滞煽測さ小〆変化I3.塊.す"しも周

側溺鯉鞠懲織崖漉鶚職:;‘:蝋臘聯驚
力変化を示可。この群謡撰I瞬掬し仮古田 可紺生IJ盃定禰思いので､．今如調査が、

慨戦總聯轍洲篁瞬難豊野僻嘉ﾘ熱懲墓
7月からlO月にﾔ､けてl3 . この2点の他Iご 裳13.涙斗I戯現し忍かつ浜。
浮橋(UkH)と菅引(sSH)'<お､ llて二t. 'E､
磁力の一時的裁タカ噸詞l猟だ（笹芹・石 ohsRjv帆α"心,N.QWa),HLD.TJIL｡九忽,酌。
川腫)｡梱'凋儒嫁'侭'川順 z倒叫,L<.. l鰭"”変化か無い｡変代量状大ﾐく 寅到ala廻 遙庁洋- e1'1良一<I7F2)ぅ職'蒙敬,墨
んで､鋤増加"")で､人為白ﾂ職Lが懸命さ叺仮 931-7g7, eFEJI*.
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/全ｿ磁灯吏剛迄瀞称ヘヲダ霞回帰永勾訊汁
ﾛ－63

トロ萱 患
（洲戸尺恒銘科学） （矛

一雄i,, Z途臭う単維な虐職ﾜ差に域
不復則短同凋愛野叙壱ま小うこと威浸く知
S IKZ4ノさ。 二''喪齢14地砺元擾もt』陞啄肴
嶬レ､ﾉ。 こり短〕司期変動を疎矢する才宏
机)くヲ･粒､凝集五郎Z《ノ3．代舞旬はう康
雄差をとう苛永と＝碁季晨ご､今地施如
”値移用ﾚﾉ夜猛'幻萩fE求め弓労赤で巧ぅ．
ここご､Iさ,前毛うす永劉i7段し， ぅ実動槻

耀鮮鑿
Dsもつ胤轆勤果ぞcス喪猿1判獅弛報的
岬甦汚だし乙漁訓更”謬おせで蓬(f=!)
ヒズ鍬釣z二､ﾉよ味(7｡

ノ全z龍力の受診ヶE裳焚ごゑゎヅ
.F=α△x十参△γ十cAZ----(1)

永尾CA奮穐1句敢皇定家.ヵ､J3,

Ag ＝ノ)&XT-民△γ -- ---(gj

〃成立っとすう、従〉て(1), (zJJg)

AF =α△X-ff-ﾉ雪△γ -･ --- (3｣

患越湖
(満戸うこ･理） 篤灘表）

湖
.･理）

を鐸3．夜勤に319周期恥ヶが含よ4LZ()
3場ﾉ合， こj(E除去すツIこは， 芝らにz潅
知種剃値がりz曜一にな3．
こ≦て､Iま,沌薙号浄誹参峰基々､､ c)Z〃回

ゾ9吋含更施弘肌Ziﾉぅ全瀧力種割9友
剛血（グ“グ胴,､/“姉獅吻のﾉ"分値計ﾉ<j､
ｲﾛ）”'8@7jF洵値2用‘ﾉて未オ戎ｦ腐劾
嵯丘調べ3‘ ニヲ夜間乎絢仏降なノ賊藍
菟とBqy-型鋲始欣脚噌＄1札Z1ﾉｮ耀
僚兎に~､7塾,葱， 1－2蒔何|司朝の変動の
ｮ十ｸ宥子小之．ノラェ板廷禰． 孝之, D恵む
痩化に!ま，△了永令,愈壱まjkIF&'とｨ反走ダ
う，

この才7ｴな，沈歎的繊I句，例え熊1～
z･月蝸塁擁/L馴液歩に啄府加陰i奪取
‘!歯､と茜えz(, 3. -"M)恥なぅと，多准
急変乞堆‘y鎮拶盗み銅揃麹吃呼,z<37坊柔#拳化9発j蛾-州句悪
で到りエ卿-停婆z~""｡
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今X上のう天ｶｰら， 〃
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酸素の定暑に蟇っ"く千9』‐ 鉄唾化物のR巻十と博m-68

の見積り
古田俊夫紋元老敏
東大蒻洋爾十篭大理

唾諦､よび急イオンをXタ)L成冷、として定量し、各イオンに定暑さﾙした西濠を分配し
"I)di壷素を莞全|こ角雪すうように灰イオンを2価とう価|こ,繩2才う。 2価、 3価窃,よび
)しヰル)挽外三角ﾀ､､イヤ71ラムに結果を7.口,y卜してみき上‘ 1つのチタノ マリ､､ネタイト紘
各に戎‘!}7，酸化喧嘗'十て好()部分“千1,-タ1才烏mO4－R3O4ラィ』_上にフ｡ロットざ収‘酸
ｲ唾曽'十ている部/う､の千､一タ|すごいライ上より右但り(鹸化側に大きく (まずII'lろ。22十流
心'二は耐, Mn2f 上的2:fE! R3十廓Mi､I=I*Fざ↑A唯c声十とv3十を入11'Lてある。
臨・1は､ ﾐ班玄武岩中の－部鹸化増舂什2('3斗9ノマリ‘‘ネタ4 卜粒弓の結果で‘耐:､2
【才、硅上2，1採取さぃた守上治I中の今9ノコクi‘ネタイト粒弓、結果で$尻う。両図上も箙化モ
"ri-Z!!W!1都分の子､－タ|才朱IcM｡)猟亦3時j言こ，感化を舂rTZI喝部分の〒1－タI*,V/FE
=crvst.z7'iンかzうも'し4- Iし側八寺'肌ていう。このこと1才、醗化(す単に酸素が､付加し「ﾓ2十が、
1fr {二愛'h3ぜけZいI才博ご｜碇イオ坐が鋤ｹし，蒔右’かつ1]イオ上が梨集しZI喝二とE
示嶬し'zいう。

同3．1、
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I-69

TitcLn｡mcK9heryLite化した岩石の残留磁化につ( 1
て

園田和だ 百鎚覺－
F11･1大理

舅駮目餉は低温函化（β相今r相｝だ受けた芳乃①NRI,'i方向洋． 古地磁気専白qな侶
頴性t為する廿否力を調べるこてでおる。舅駿は數日qlこ不守更なケ相迄麓環することなく・
その影響を検出するこててし、 そのた錨lごβ相の魚階酌熱演趣と了lhに侍う磁化方向の測
皀且嘘． ネ､生白qｺ圏-T(吏雷中遇温で熱迦理Lたβ相のみlこよるT},ewn…3nEticcIAwe)Z]iL
-TE蛙駁する方室乞用‘,だ。 gPち． 〃相の發留磁化瀞P相の隷名職化に諭し、翌農．濾化
方向Iこ為為,ご作用するもので虫lllば段階白噂調磁(j相を澱愛すること、な,､温厚290･c)
によ') 芝の昊君向威令瀞校迅でミミのではな!､介と思巾II,3(上記皇駮の埆如l住は. l
:RTRM+2>RPTRI､'lの予備舅駮lごよ')富註） 。
損ういた綻杲は. JパーTとお-Tの関係よ')以下仇3種Iご布類さlll3,

l. Jn－Tと數迩垂試洞（鯰0℃，3醜聞， lO｡P｡)の恥-Tが一致するもの。
jZ. Jh-Trori91hal試演のみ-TB､2Soo乙程員まで一致するもの。
3. JK-TZori3inal詰料のJ3-Tが､蓉似~すももの。
しかし、大君P令のもの序. Jn-TZ熱池理討潟の恥-Tが－致すぅものて･あ百・麓北方向い愛
化Iご関してばすべての士見台. 3oo｡C叉はへoo｡c$-Z"は右泡讓な磁化方向の索化は齪胎ろ1､な
,､洋、壬lj､以上の塞鼠になる莚竪誰卿な方向、凌化イjWy)3ﾙ喝， し介し、 ミホはｸｵ目の
薇霜磁化による鄙篭P-r､はな＜、 β相の薇悪魔化休磁魂さW,たものでおるzだぇろい3． 8P
ち、 r相のcIL…ccM I comPosI十『onざβ相とmiXin搬漣ミすと語えぢﾙ､弓. g-I(0)[b),")(b)
にボいて． その煤吾を奇､す。圭言己更烏槙によ!)椙冨いた猛累は
I_ 『相莚保為する岩石の裁窪7磁/化方向は ivLitiQIな磁化方向z同C､fあると話え~Zょハ‘
2. NRI､"Iは3oo-4oo｡clごボ!､て芝の翰熨ilf~E史なう何吾がの波剴海員魚を籾ろ。
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皇膜昊を田市廠涌・ ~じしゃく石 。､藤'催につし1-て
Ⅲ－70

萱函毒潅
山口丈・菰蕎・拘理

著意ばか．z， 山口呉須佐日丁高山塞叛君d)含錐職､留涛化、要常I之ついて報告しだぐ
ア｡w,ew･ 19亨念；二､fLIこつ“てばxrw恥1 。)テキスト〔門6今）て考逗走叫したL､)か~， ＝の号
牽に鬼ぃ磁化を示す塞煽急は．古来'・じしやくろ”こして芹ロラj([ 国師天定溌毎拘に孑員
定〔’3兆年）て‘ｨしてし'言。 方評， 二o)"q) ' v'わゆ3 〃C、 しャくる.' 1童ノ和敦山呉
・竜門Ald)モリガ．，須佐の定のと壷ぴ毒さ'll_てし、言。
ところで，須佐高山卜!)東へあず､が承キロメートレ東． 島視具釜国市、，山口県

と｡}臭塩に血Iﾍ俄甫芝･群lZ定員操g) "じしやくる‘がみぅ‘ｲしる。拭島と｡子'ずれ冒
高乏翁ヲ･産一卜,し，周囲調､元,<一卜,ン｡)，石鴬迄シ疎宅寺')-'手．3， ′卜ざし,Zd-4の山直に
尋庭~T意義石こえ夏‐られるもd) (石奏蕊港？）がzt'lLて"訊冒として，臭G)天鍾託尽物
'二酷足さ人ている， ‘シずしf伝承可ね芝蕊力痒磁力z蕊押してL､写とも呈至－ぬ-力当一
級｡)二罰沌｡)鬼毛にhく攻す･吾に， 8月ぅかに魂4篁呼強,ﾍ。 、

津羅名で岸，二‘,培体‘'上一汗， 平腹評‘ 及び謝上') ぜれｲFIILこう＃'た封詩に-"-て
b"lk句試片に-ﾌ以て行，た塾識貿雨折o)耗果に-うい-乙速＜意。
下四時,希評上対ｱ3えらllLた麹銀｡1例E示し-た｡
中職‘)試許噂,霞災農が高く,不可巡角な挙動を元すそ気が3＜,睾奇及び驍門

=(到辱，誕弼廻り雰園員!＝ふらず可逢的誕灘員蒋‘催Eてつ町が一般γ承？之。

→いて7両’･ら，津“ (‐しやくる〃 '二筆名ﾉr気ナ'へたvL芝さつさ蛇里焉灯.う付記Lて
毒芝這い‘亥基遍伝齢憶に,須佐語山の " L-Lやくる”乏兼’た'減石石〃渇菖硬婁"）
亥3二tが速ぺら恥てIL3=Is-Erp') ,銭ゑこ｡'設堤E程壼，入今して1『吾屋，建卜'-て
こ｡'敬隊，毎山｡フモヘヒラ､へてて"は方くて，本澆雀に示した点磨庸'.rLゃく届″ 7.3
参二と廿串laAした之毒-f-承惑。 この這辱原本に鴨ぅヵｰﾅ~a< ) , 手芝ML上ぅ孔方v,事富了い，
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ロ－71
御岳中期火山灰の識留磁化’二つ、、 ~Z

古沢博之， 召瀬這一

イ言州大 王里

実段の目的!ま 火山灰の有する残留磁化方向が、 吉地虞烏鞍甸に信憩で．ざるものざあ
るが冠-調べる ことにある。

実験唾長野県ｴｲ卯課辰野町藏守山ぶり採窮（た試針,一‘､て、 NR咋則定および承澄
更験(鯛爵中上鴎戯玲榊遙そのぅ肖漉臓銅戯． 吏系謂滋､他ﾗ影肖鱗｝ 、 ざ狼TRI､'Mj-加試
満の滋亙と¥〃､二肖磁私行な・ ・に． ざら'二烏孑の強磯J鮭雛瑚鋤枇賀乞調ぺ､るに胸、名屠牢に
ff,丁ろ謹繊I此鉱舸"1垂一丁他撫冠剰鬼Lに。

二弧ら｡, ｜製嬢よ!）鍔ら’八握巍系‘工奴｡､しぉ､)ず･ゐゐ’ 1)． 1覗孝秀伺'言群率し伝試潰
のNRI､'(1証操窕哩漂､げ殿j'IうじLI久私んLなくなる （図1z)｡2)錐方同'言絢又‘庇蜘営iの
NRfl'f.唾転餌娠か、ん良が．食､、が．群取麺鳶､ 】二よって奴紙人する方向が塁なる (a3.4)｡
3)・麺垂ﾉ錘端ずて､､旅詮し産場合、 2求典に!ま現汪の士迄式磁場方向へ篭化する． まに、濫感
玲才に ｰ､' ､､ -Z ，ざ・ 窯耗房な方同裳化ヴオらJKる・今）方丈置曳験I二よるz永戌ｲﾋ遍謂戯（に
湯念、 未舛錘試料'ず. NR(､1秀甸'二もど弓な、,が、 TRrl付加試料ざ(す食<もじる。 5) 丁浪N
E灯加L握崎猿 久苛な縦化強蔵を得る ("J"""E蓮璃乎で.1E』"Lとに熱し倉卸’ マも、
をn前椎ご'泥!=尺ざな喪に(ぎな､､〕 ・

言狐弓馥 ､；簿えらハるこし怠少人下'二記す。跨工一除矼冥lrS-工ずほI請伺雄のNRIwl種荷う

それそ.. d'lが奨なる労'匂'二M久狄んすることj旨ツ 、 二‘､識雷魚化感､ %$t-DRnずあソ ‐露頭
才にお､､ても不零だて．、識留準ｲﾋｰ獲得時期ばだ"､ずな､､． ま庭、 、篭凋7氷‘し仁鋤壱、紙
封勾て．罐粍迩弓-‘．、 1司転が薙皐雪才(露頭甲ざも呵葎｡､〉 ‘､,が､起こる可維曄がある。
火山灰中の奉磁4崔鐡ﾐ物'二!ま、 層乎電､､回章、鶏易な粒縄のLI$ さなtM6,吟回恥の寵し 、､漁峰
の久さ辱淘で控』魂Wiz1Z令さ弧にW132.おソ 、 堵オ(ヒィRrl何加填騨の鐸単がJザ．残叡徳
化の獲得積精が満茅′､ 13転にぷる里 とE秀え念幻迄ろ､:, 、沢山灰の残留鯛ｨ乙感不揃､‘で
信涌j窪仇之L 、‘”プ､ r,ろ迄足､"E汎ろ。
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山口阜偉山市入善山色巨星己君の蓮藤員'弄汽Ⅲ－72
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操海底表面の准清物‘)礁性上壱水比

-NRHのDePTA I喝の樵オー

（蝋釜蝿柳
人工的、爵着物を用!唯実験 禿える二じて説98で，を3で'あうう。 '副じ海
RHIこう‘‘？勺､芯ソ開明さ“武で得らwこげズトンコアリ宕囑鹿誌目ｿ定
心舅、の允用じしで画,堆稽誌果で磁場及蕊の所で‘り胸噂擁り尋吋努

蹴4鯉蕊語撫萬撫罵織婆藤鶉鑛
なビに関心州寺杉いる。 燗のdePthl久91"oc'''I'' l灯じ考えZよ”
P･),oか岬&S",sヅ加@z/((73/) 杉､3ぅ。〃万,40c,帆べ,長〃コア中て",廷質

馳麻鑓灘三重雲謙唱寵擁鰄撫涯

（蝋釜蝿榊
gXIﾉ,，人工的、爵着物を用!唯実験 禿える二じて説98で，を3で'あうう。 |副じ志

'二より， PDRHIこう‘‘？勺､芯ソ開明さ“武で得らWこげズトンコァリ篇囑鹿誌雅
てきており，地舅、の允用じしで画,堆稽誌果で磁場及蕊の所で‘り胸噂擁り尋吋尭

雲継磯郷4鯉蕊語撫萬撫罵織婆藤塁撚
居存しりす肌なビに関心州躰昌いる。 燗')clePthl6L91"0"l灯じ考えZよ“
HAI,,/,…(伽･),Oか岬&S",sヅ加@z/((73/) 杉､3う。〃万,40c,帆べ'長〃コア中て"'廷質

篤霧撰馳薑麻鑓灘三重鰯ｼ職手繍{獺慈
むⅧらむ､になって（《ろ。 しかし,実際の無揃陀,し櫛雛7鴻氷比や漁肋匿化色示或
萄底毛尼堆籟吻の戒はヤ喧虐硬化にフ!！て 岩祁匹の鯛係I拷鯵総花睡卵。
崎こんど報告や'轄な1 1 1こめ，室内実験の託果 ヨso《…｡53.258S｡Lon.166｡12.599側…弱加画）
‘)迩田(その可を甦壱めて)bYて"を吟いてtOuろ。 (m1) MWh! ;nibnsi1y

卿繍艤瀦醗耀燕｡r# ､T｡F云一:
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瑚逢7'''Sitし《=の牧総て"採目又ずるの|3膳易~Z{'
かく′ 751IZIJ' , 7t1〈閑11 Zﾌ“てtiろビズト 20
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艸弓ニリずうニヒャ《'殉LI・今'目(白駒z6"J12-43o
力浦)(す，マ＞ヵ．シ団塊商厨痘での鎧噸な
噛首晴しの勵語玉移L一さす採取するにめ關軽4。
さ(I/t-にダ‘プ''レズ,､f一ド‘制‘ノワスコァラーを．m
用!1 .Z ,"oXE-Dx4o

羅鵜譲側”伽献瘤ﾗLし， そ(l,(j:
サンア(し13可能な限

抑乾燥筵訪‘1憐採澗到立遥1J，中挿赤追
亦'千芽('｡～3．s,唯q__〃｡vY)の未来釘Op-ち6め
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堆籟物の言Ey録した光磁え変化（互）
Ⅲ－74

浜頭吹卒
狩ア犬･浬

燭貴約の戎雷曲上噂、光磁気変化乙レスポンス阻敬(m(zBhetiCmOinCht fi脈ati｡〃
f仏nction)r(t)fﾌたたみ込み猿分で表現でさわ。 レスポンスr(t）を室内実験の総果をもと
に指教閲孜で近似する乙、光磁気変化紙l)がに変形を堂Iナマ感化とし7託/錬さ肌わががくわ
けゐ｡ r(t)とフーリエ変換して坂ヤス'Wトルと位相久/I．クトルに分!ナマ表現すゐと、次
のようになる。時間軸の代わりに．採さz軸を用')た。

(c<Z>f/Z)′丁下振Iヤス'Yダトル IRI= '/ (I)

（0<＝2V'’6”ﾉ）

8 = ･tqn-! (cKZ"/z)位相スペク トル ②

ここに、Z池は単位層内の虚丸モーメントの孑打が因患Z'I1る課之､ Zは地磁え変化の茨
挺で､ある。 (I),Q)式は、 Z"=0の時, IRI=1 , e=0つきり振巾議及も位相のず》岫なl )こ
とを泉わしてllる。 この時には‘堆積物は正確'二光穐丸夜化そのものを、 変形し屯! !て･･"
像寸わこ乙になる。 しかし実際に!まz池はあわ大ききの値産もってl 1る。天然o堆殺物斌
喫際と'肌4ら!)の大きさのz吃を持つ71,わかち見蘋もり‘堆積均の磁化から堆施丸列く毎
変化の得ら肌ら可能性について議論する。

下図'す，普通我及ぶ堆鐙物がらうぐ牙変化を得ようとすゎ際に難溺すゐ疑園の笈提を捜
軸にとりLZIG=5, /0, 2b,30』"｡,,,にっl) て振中鵡中琴IRに位相のず,l(e(<殉）を表わ
したもので‘ある。
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鍾乳洞'勺二欠生掘物の磁化測定（3）とその磁化1－75

を担う斑J生釛物

森永速男 拝ﾛ博夫'F)'l克己
（神戸太・自羅斜学） （神戸大・狸学部）

ノ93o年肴の黍学会講買会でムロ県叔老台こうも'ﾉ穴て採取し挺洞I弓二次生測勿の滋

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
日
日
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ

’

ｲ観1足につ心,て報老した．この時')試料の長さはワCIW程度だう狼が､、 ／”2年7月に'司じ、

〈こうも'ﾉ夷の1司じ地鳥て．/6α犯程度釘試料（5本）と以前の試料の鄙･詳分（4本）が

操取さ､ILにので､ そ!八らの磁jILER,l更葹果に-ﾌ､､て鞭を可直｡試料の測定､蓬fｸは以前の場

合上同じ､で､銅壱・

ま庭、 この磁jしを担っている樋l生鉱物は今まで分離出来て、､獄か？徒が､試鴛が主'二

歳酸力!レシウムで．品ることか､弓、試料を寿､､酢酸に溶かすこじによ’て磁織湖乞分離す

みこ上が､て､き侯。分離ごオLに鉱物は．褐色ま値は赤銅色の'l､芝戦粒子であう。こ")鉱"j'）

裂虚気分称の紹果毛溌壱才詞．

以エの試料ハ採取に濁して、秋舌台斜学博河館の方々、狩に庫本博士、灰)ﾘ閃に御尽
刀い尺だ､、に。

’
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老移磁掠周リング"プア微1カ計‘)特‘}生測定(2)Ⅲ－78

､｣〃政尭，河野展ノ ｜劃勿征
（東エ･丈翠） （簗丈翠）

劣石織気測定扇9磁力計-て･は 。ダイナミックレンジか膳いこと 。周混敬増,l幽塙
教さて･のびているこ．と なと'か-‘Y:専一である，鍍々11おおよ受MAGSA-7用錘力封（
AcI,<"cL"哩， /?73)に徒，て熱力討て難作したが この夕妹の糖,l生乏孝採イること1.壷
零と思わ“ろ， -ﾌ↑ペアンフ'を何段毛童わる回路て､1ｺで",蛾しみ"･迄盈寸死'1ﾉﾆﾉﾋ御して複
雑に孝，て&ろ、 しかし磁力詩の符峰も､"，女塊アンプ‘呵ケイン‘箱奇鴇の吟定紋に交座さ
1ﾍ名ので，回路ﾀ妹を彌単にィ図“ように考疹ることがて･さ，

A)交虎アンプ．のヶ"イン

k; 外芽議場と入力零脚二

こえ韮")上と例定孑久

Jノ外都万鳧､プ易と俄労種ほり上と
例定雷久
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RICRESTOMETER( リーク"コア型弱残留1－79

斑気高速急'|民篭置) Rxrt牛
平尾升趨，漏戸正弘， !|､島里美， ，上抑吊夫,衞稀尚生
（年飼荷） （東ﾋｴく‐） （勇火九通）

8F与秋の与息で･叛宕L T乏胤,こ，戎,亀ﾉ@rこれまで、行・てぐ'c墓凌嗣彪の戊果に墓a，テ“
一処理詩と涼‘' ｢意RにREsTOIvlETER螺うﾋﾉ金烏KK(Toki"L) 1冨本懇ｲ震せ，謎翔砕
の喬品の持つ残留応気弓の週'l提追行．マミ仁。 兇の億，マイ7口コンピューターと
m$' t宮用のヂ‘‐タ帆理・患示農置圭閉蒐･試ｲ し梹釧2砦裁制ろ。 本怒置の7"ロ妙ク
ダイマク"うこへご矛l圏'二，磁力計詩を名約zラ､ソ71亘粗｣ﾑｰﾐﾊTご杖達蹴Z風'言示す・
本蓋置の主毎猜寂,忍吠下画且‘) 2．・あさ。

’） 舅験皇Z-の血気維音＆頼り沸<Tこめ255回動Z-の伍島のスダツキング操作回萩
さ設足Z-aろ。

2） スタフキニ7"操作債の信号色FFT拠理すう皇によ'}基本う&z-痛算Z"さる。
3） 河誌形式め操ｲFが､Z‐尋』絶果至○回忌汀､魚バプリ＞トアウトで司る‐

爺ろ図は宇宿研Z-の罠駿編杲乙一』被渇惟抑はう中,lcmnネジlZ-あう。 上尹､ら》tiLぞ)iし入
タ･アキンク"操ｲ向･’回， 64回，z肇回のH戎吋, Z虎狗
FFT処理,こようハ。ワースハPクトラム，測良移果
号がﾌﾟ11 〉トアウトミれZ l'う。 信号湿涌(悪
34'vtVP-F と,l､≦‘、が，岸宙冴Z､､G,64･回混震q
ズタッキシ7'.z曉創足乙一・参今刀唾ゎPIろ。
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低謹度SCの電離層ズ7リーニ>7"弼果P－2

大曲浩史，荒木徹
京x埋

中低蓋度T"ハ丈のmairLimPulse群")振幅にLT榊官!性がある力､どうかという問題'さ ．真在
中付近で．最大値砲とると､､う籟告(sIwc'sTM,1966らと､)もあるが、ざ信明Sザに之收て') /g
↓’ 。もしそ氷があるとすル(1ざ、その原因が主にDf部分によるものﾉgのか、それともiEdtl,oPi(
m"leの圧詣HM裟脹対する雷薩屑例風一友て..nス7リーニニ7',効果"I選､､によるfの心の
か、と!)う点了'寧味藻(〕 ．そこて．､曲季乞考虎した輔蛎のigOWoPrCgHM褒に河するスク
!)‐二〉ゲ勃果を見積るに釣n臨単厄モテ･ﾙ計写を行ｱJ "た 。さた 、S(瓜電離層外側了.の
窺測と堆上観刃'との比較に閥､Y,ても、二の結果を参考にすきことがT"与る 。
丈の丘穐HI'I褒の表面仇伝播の様与感日ユのよう1こぬって↓15と考えらII(て，喝。7.ラズ”
マ圏内て"低速ハため表面が地球に巻きう,)てくるのか特徴的了｡ある 。そこT!, .82のよう
に勃方向に一様静磁場を仮定し 、二‘,方向に磁場擾乱の厳令を詩つようEJHM渡として 、(ﾄ）
平面進行窯，《)内向今円筒衰乞と!） 、@)のよう店尊体円柱一円筒系との相互作用過そJ{¥"
M考えた 。目31二(↓)ハ場合て'‘ ，周期§ｩb表を入ﾙ｛て電離層雷専彦駐一様としだ場合の結果
の一旬を示す 。円筒外伯1l"l磁場煽幅にL丁変化があきが、内側て､' laそ4I(か貝ら‘ハノgl) ｡また、
軍離層噌遼(ﾌﾄ）恩 、入射渡の渡侵によ'て口変化のハーターニ駐大きく変えるが，長)朧て“
iざ高電専度仇ときに,さ口襄化が危く『きり 、低雷導麓ハヒマに’3享緒て""J1,に心ろ 。ざた諺
与電荷白稟橦にたき§ 。講窺菌に巳 、に)の場合上叱鞁L ，非定常心場合の考察を行もう予
定て耐ぁ§ 。
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に討雍円筒7”し内側(円柱額)て今QBr「の②）長ぴ円筒て河子方同仇零夫と零為
(⑦.④）聖穣が鏥掲,鑪纈力癒相（の,＠の雛､!≦砂入射液この位相善）の!≦爪、
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Pc I エミッションの稚生織総‘二間する一考-寮〔エ］P－3

樋口 署勝
山モチ大ヱ

(L拳どめ(蓮］粛限振幅り4オン･ケイ7

口トロン波と陽子じのサイ7画トロン撫畠
相互作用‘二ついて洞パ．だ。特に、唾累ら学

非一樫であき瑞令し。-つ‘･て、位相裡閉(二方今

ゥ壱端子の軌跡を図示Lたものが非1画で,

ある。位相補ｷ足さ“迄陽子（軌道り由凹た
もの〕と、非捕捉陽子の久雄類の腸手カー
志在することが"うかる。RL*.非一種撞界
L幸振る斜トヲゥピング塁カヒ、右限娠掲のイオン°

サイ 7ロトロンラ度仁よぅ精提力迄のj言上でち
言。もLも 尺>l の時陸味韮一糠j議界
Ls挙る我トヲプビ”唾力の凄め、住相捕捉さ'ル

慨する℃‐識道面子ソ威力線〔己話ヲ乙伝鵠

す言為限振幅イオン･サイ7･トロン波に浦
程された陽子が、磁界の非一瀧性のあめ
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静止衛星高度,こお!ﾅゐPざ1地磁気脈動
一長周期磁場蛮勧との関連一

P－4

)詞 十節,国分 征
（東大 ． 狸〕

石

磁場強度,瀦易変動9周期，狼提などと．
Pcユ乳東の揖進との温建につ!↑て詞,wﾐ。
Pcl裏灸,風波教主ジャィロ周戒独で

誤捌いた俵と磁場濃友9飼係之陶，代品
す． 現象の別良效なj-/ﾁI14≦0､zF3琴わ
ちへリウムヮヲ打イロ周波数よソキ 1I)さな
値に桑中（て!,ぬぐと（わがわ． この結

果'よ縦釆'観ﾒ1ヒー戒（て !,ろ． 又磁場
の薊､1（ﾉ孑擬側でば比鞍偽悲鋤度ヮ高､､）
頓式にナ／JHイブ0,2賃 9乳象が見皇#し床､，
ことを特徴的であみ。 乱盆庄主にSBJ_9
戊房Iミル』れ，振悔感1-3八丁猛度であみ
恭・行き.ユに示’たように恥八丁’瀧瀕12対
しへI0IC｢，族悟で:B1!を荷う乱象も兇s八
ルー

さぅに長周掴賞釛とPc戚息と，相飼

静止衛星ATS-6に上って観測さ’IL
た磁場，ﾃﾞｰﾀと風') . Pc1滞り鍬動規
塁と長周期･磁場変動との関建にっ1,て弦
冶すゐ。

Pcl拳②現象Iよ磁員趨揃皇面側近で
イオンサイクロトロン毛一F，戒勤として

発生して､'為と岩丸られて”鬼． この現

象にフ､,てな,現在まて郡上観測，命星観
測により溌尺な凋喫ポな乞れており．詩に
迦女二6-EoS,ATIふざ静止滝星で!ま，
ヘリウムイオン，客在之さ虎に入れた，喪
勧9私生･腐桧にフ!!z9列擬ポ行なわ'八て
11ね。

ぢ回矧尺が用''たデーヲljgAT,S-帥
より17弼寓6へ7月1こ渇きれた毛のであり．
この顛濁衛星Iよ束鵬峻の赤遣上．地磁気
鐘旗約－3度に位證’ており． 1まぽ艮坤
①現魚，溌生犠威ご観測されたものと老九
g'lLゐ． ミの中913日間にっ､'て主に午
後側93tbrmtimePcrと矛ばれゐ筑魚Iミ
拝なうて観劇とIILたPﾋｴ現象にっ11て、

にっ‘,で餌栽をお客って（)ね。
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P－5

SLAl-c叫大等朝方 のdo太哩Fcl- (z)
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駒送I処ｲﾔぅ加速iこI') PY(rt舌､ヘ ヵv･ﾀﾉ<燈l/
蝋濃にな』ﾍ↓､c･lc.lcwo帆､悪を樫KK7 Pcl
i触脈疑捌なZ上か､可紺､､ある，
この』獅過経て"Vcタ昨勘が俊届例ろ川w乱
浬"",瓜の職也い－《噸っZ IIゐく秘‘燗
榊1頭伽乱恥1Z,､あろう。

津上、現在のと這う,今ぃb.坪苓鯏の

蕊麓‘臓藍{塁:篶鱸霧衰
ｨ刺ゐ畑飛A雌排して更'量調ら（'て '？く

裏

'必等が､ある払悲たてl1る。

l>尺側 “脈ﾀlirITの。帆夕敏訊リ豹
患麹7[br｡c_4腱紳峰1.6縦

bヅヶ泌")らjLる､

z)T－rLラィ｢＝クレl<脱ぅ8部唖
')R(く久乏承J臭えの地方向へ切彬鋤
がd一じうJ/1ム

ろ）工'､/1F､ 〔工SEE3)を更損じ。綴〔
‘之言うZ℃が〔-きる謙〔･‘蔀,）が，彫
が波伺迂，ある‘1 13砂が正r'‘ある
ことが紗く烈易のオーバ･ 'しの純ク!'<
咽醍し〔 、'るよう!くええる。

･ し1/f､し(甑"九九噸迄邪I)c合乞対応Lて
'!A,

"嬢i雛i雪z獄刃蝿溺
"幟の紐端‘<知たして !!頑恥寿乙3迄，
鮴（オー‘,"‘し） の縮退lZｲ って C"ラバの
|山‘'a,-久が仏＃咽牛"く岬鰕俶履可MH力､‐
天謎く， こJ'l ら"IMfgへ久釧磁気la崎への
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ﾀ点観ﾗ則による高絢交Pc l波靹の特､修上誌問題P－6

杯斡諮 庖旧 ィ稗，j

（東うぐ‐ -鯉）
1回/う、 他， ヘ1,'］ I間

ノヲ76,ﾉ972//78･千にｶﾅ '' (地磁
気緯度‘'・へﾌﾞﾀ・）で，行，鯆劣率磁力計LEK
る漱煮綴剃データ毛便'1,Pc/雌勤の（見

掛の ）嘉径猟歯.r､の将性の乃職を術？て来
丘。 騎回!ご/､､進!<得c7J1鮒も染りざとの
猷両ぅととも!< ‘満ら種圧し‘辰問題との
雛理も灯埼う。

漁々剛了、辰観測1画岨諏"!<餓瀧池
うて"袰旋さ↓'1fくその,く4らべ）端惑鋤振惚
位租崎の疎垂に鯛しての芳堪が･なさ収て 1，
ゐ）婿鰄鳴の数が5/､. /o血悠と矛'' j御分
仙'こ紅!｡｡上郷*聰の震碓魑嘘の配紅か､翻
さ↓'wこ〉託侭聯､を願め氏f"'l治磯の感度か、
"PT(flt3) 上か衝ソ !fl'!>修姻墹剛（z
へA処ltl ) ､Iz!1L1･窪織覗1＃ぐ？可収〉城P
今の擬飢と‘<閥､Ⅲ1V呼徹華砲派(WwV8/
6°とHzr) Lこ4ゐ縫灯痴崎徒/録が、ヶされ侭，

汗上比較可る迄 ，左右の!a， 乏ソ L准偽jlH
が孔りj''ゐ地嗅抑頻度La派描移八の 13辺て、
filll"帆恥沢Y嗽庖が丘廻I1 ｲ約液tlK !) {K
11伽域‘ておziし ．九狸リイ絢施r..農壬し族Pc1
減勤力蝿識応!冨逹L ! そ § I"牽廻'l伽陽献
/う､を診上･る↑ ！！ う欣謙カタモデ､ル吃叉狩可る
粍染と駁？k,,

お艇糸より韮I3ZJ《て ‘｝辰津‘…Pa''q,or据
燭破り更‘二為緯震!二両､”てもFG1週象'a
弘瑳2",縦_果報希さJ4I I!をし《i-2ba-,cI ,:ZPI2P
!＜か返剰加趣纈造の@IHi"16職が‘鳥椛
TT･7x1,-ム迄駿蒋に飼迩LKPcl 上 し【監
零て､あるこしが-H鵬か!：方っに

次,昌夫解未あゐ!､‘よ 新に爪謡'同船上して

"r)MEa'l則洵が極､1 fこめ奔獅窺化1忽つ11 てヤ
ノう取走座b･ﾉﾕJ,Lて､1息!！ 、

勤学琴霧蛎締蝋繍蕊
"1zE !al調態Z""') , ノ｡｡に“糠巌の惑

扇綴盟‘｣網‘罵卿二次元〃"醐引くみ‘岬
かある，

a)耐､通約釘迩〔､の隠寄の鎧騨上処めれる偽
《"確踊お節の鰄紗坊補員涯夙z､2ｲ ,
.I 1'4 ! 】 '

4)Pcl｡ｳ勿迩'、つ'! ( ) 祁典綴迅il &≦爪フ1

"'f識霄撫離
P"IDJA:<2'4J"I6,八の'ヤのﾀﾞ <の勿猫1屯'角（
てタタヶ‘')紬旬あみ！!臥侮互繊j小))M1"
d-"xfh唾のﾉi､足モ鍵‘し､芝<ろ．

壬蒲耗桑、捻論

浴地悠のヅ､イT
X)Pcl瑳壬の
認めら収憶

27ブス'､' 7 }、 'しの比聴か5
日‘嗅Aとの緯度勘采がdMl<

z)P2Yio虹< 7if-大揖造のPcl 這帆onPey,仙（
耐ものこて.'I"",j･ca""､興胸号’圧が鞠

磁崎螂の7IWiX,分の娠焔の総ﾉ訪祁毛色
だのj日通激↓くつ！［ 〔銅べ彼絃糸 ’
1)Pfrioﾙ'c fc' 'aFj"…FA,<A",no''P21､i･雌

Pcl (aF1''"､叩Aい‘々のヲガ側から危側の
｡“t27,州唖平M'LLに詮ぅ鎚伽こ'5zF LT ,
嗣苑la明輔にヶ津z帆承こ上が職討約1くふ
#j4に。

2)治同玻淑（0．1－0，1牡懇)r.'の緒度,洲，
〔の施慣の肱K'a lil祁奴咽亦血伽I'､り
ic,'1割山royl la協溌‘息応じ｡臆嶺化も示可，
3)流･踊の端ぅ佃鋤斌隷,ふ稀哺他沢良
の向側I,､久乏く患KIo46/I,DI二鐸,く蓮し 、趣

沢とJ< 1) F'FDk@､<;nlZZ.' ''ag､jFai9/l"k'"ﾈ噸
｜くうXゐ‘

鰄鰐‘|譜納鯨蝋

弘上よ !)耗諭tLt i'[1飢象鋤湖解吟zllめ
る､､ 'JJE !) --庵の技瑚ﾀさ耐桜康”槻遍''lf

X純う阜噸もﾀ"脚勺〔"ぁ!’ ， 慣!}卿山職
ネハ翁範への喝力が放装､1 1〔龍屯'Wz"J)
みと、、うこY lこなっ辰。
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P-19
M/､FJCIZI,J~r工C SI-I正二Ⅱ－1－ 。＞韮Iごく7号'i生

ゴヒネ寸奉一

一ブ沁州､Iプご季基至睾薔E

＊転転巽ｲ雇兵妻気垂忍琴乏』曇王目妻君旱す＝ブー2毛ヒニーォっオーLオっオーLC=I=EarI-4至琴ｲ西電

流夛震毎重』奮うく”、 ≦壹埴辺延ﾉ＞＝上ぅJこぶ:全才-イブ一二窪。エーェニュXXate包之吏琴ｨ西電読置まき
別上ここ－－こ、 j対立I弦皇室壼剛i乏亟b<う。』二ぅ迄垂瀝隻簔厘ョz皮亟b壼塞毫含をﾆﾀ極錘つつお婆奎
な瀝堂含霊-蘂塞這易垂f琶湾陸J審電方fEで玉里愈孝す＝こどcま無玉里力含＝し、～とし、うご
と達含宕蚤-す－こど二わ蓑二季二手壷くフンEヨ白勺之季ごう3蚕つ

くニオL』三＞こﾉつく二＝ミ菫一壱言てきし、えと1ざ､＝＜グ＞ｵ亟丈或瀝隻壼玉見琴zま～南ゴヒ
コョ向上＝＊垂立綣と＝矢豆し、7涯乏雲（斐文ユOl<m)壱も司ら～軍巨百方戸ICこも､壷在
O>識見漣u糸同一でｲ垂'二巳で菫苣壱窄壹雇乏ロ,2皮長（塞文ユooIEm)毒も一つとし、うこ
生で鳥aろ＝＝，

壁芝、こ宅uくうコー言言套菫＝Fし、うと～

イ訓電垣喝石垂套毫竜現毫這。>=<Cニヌミfヒー言ご～m三三m＝亡ヱ｡=rn=1- Eま､ 易をフャL
吾ｵ~L割虫亘立ﾆﾋﾆ按壼舞う｡
造言夛孟夛毫-

毛造ヨミ､ Ⅱ>CSC主多ひ言命～Pc三二零コ~ と主之兵4ユブごヒー<4agPヱ室cこし､ブニ乙李
で、誇写迩遍』i塞疹f壱ヂ長』＝托占し-､宝ご琴ブーーヱ仁こ言薄乏雪､｡ご~ とﾆｵｰ1_らくう>玉里倉享"つｲ土方､孝言呉
一＝て二心、J壱ごこどヵ竜才＝才＝し、こど髻～＝＜◎っ倭U奎も－って君ミヲー。

どbどちC三デ夛臺霊塞芝@コご～PcS>PCe、P≦=ce等司匿夛ろ｡ろ。 まブニー フマ＜
雲興り巷奎ｲﾋ《ここ哀毫菖ミヱで垂陰べた＝≧…列外で‘菫巷く‐て皇
ユ辻~瓦~E==q_nコーモョx－之鼠ニーイヒヨ雪さえ～花走到乏＝え弓ごし、ﾖﾅﾆ』ごラビご易乏易fL力琴f雲高薩尼雪
ロコ耳丁塞診予竜オ~L=1電訪売c＝』こ壱も◎＞更三c主迄垂く~猛重言医到奎f云需'一て琴ブニも
ロコ冤琴どjろ壱と二弓毫え‘ろ弓fL量る－

士三六菫L－~SScCご一つし､てC土~－1二言己。＞と二と力ざごうて､主奉らす=.､ 詞皮長力謨
、 iﾐ喬呈』ヒー里捷亘画＆二も三に1章cこ長し、ご些力雫忍とわらオL毒。
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結合円板ダィナモーに語i-r3万浅尭逆転の‘筑計的性質P-22

甫水鐡・ ,本藏為孑
更工大理

地球瑳場の睡性芝頭の吻電的童｡まと号

えきう主で章蛭なものに，力武王テ9･ Iしと 、
ぱいZ、‘3鋪冶円凍ダ・イナ五擁訊3｡=ol

1'"縣職ﾂ鬼嘆。,例とLzもよく知gしz

､1菅。我を'ずニク､力裁モデ!ﾚに箔目し》 二
・,玉亨'しに蚕1丁う糊生塗蕊の統崩T的性質E

詞ペミヒヒーも仁，鋸会円板ダ・イナモEもう
｣/､し一雄的'三振うこと.E号込乏。

許可"力試毛〒~ル'､沃､ lT3壷玲秘推反強
の分予.f. 1Z1 1 1三寸.す。 13〃、j湯℃! 3よう ’二，

＞'､おや‘重箱燕ﾉも矛に血､！違延沙･"脂か急。
二“こし'ま規刃川手更'二ざく/令､ ， とゞ13と‘‘
ス/き‘砲性錘､堤瞬間の息､､沙仇も魂ゎ卜3

・一〔明ソ

つき~に, NP1凍毛子. lし'二一ノ､' Zノ 系全

<*､f"しzの極J王反転E調へw三・円禄ﾀ"ｲ ｰ

筵がN個籠令可卜!プ， 1の振蔦‘可非厚陰鰻
耗に衝:Y-芳九』･卜が弓で品3が，更懲I二
!戒うて． ‘丁乃く，系合体延しZITj温乢人'{
い草円扱王ずﾉﾚ･か刀沈迄〒"しmどち§画‘ !=

帰潟できるここがおか，辰。
謎迄、地球舜晶'二茨rr3ヌヌ澁子數烏上

非承下甥翫蜂の閏舜モ穐推さ迄3モデ'レヒー
し~Z)非rｦ間NIz)猛ダーイナモ毛〒'レヒラ｛！

z計埣豆僑、之。一伊| ､LLZノ /V='z､. セ
ヘフ弓働 1個が叉恥的な円坂z..XJｱ塾/合､1こ

--> ､､ -Z ) 41ヨセハ円寂鋤凌急上訴令体の滋亀

'1巧凝EI3z!=示した。塑鼠転調･Zl."虎蔵
は力試モデ!し'ま℃通園Il的ご'rなく』地球浅
尾の喪動Eよく表週して､13ol Z･'ま層‘､〃！
上鬼う。 二mモデル。､吟鎌i承） 力試追デル
'二7“ﾍ9-"aff2'l feLcl伽必をっITj71]シ庭点
に顔！! ， 若村も挿摘しz､､謬よう!＝， 罰F,皐

諦系I=7i' 173が倦4-城γ4似雌公壹悪
性，v手b鯉↓-ぅ。丘弱､’ 二｡､壬今坏､L I -L

び､凌亀遂賎な，図3,二示さいz，、きょう し=，
血以的'二1丁や1夢､ノホ・了、ノン逼縫としzよⅧ。
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P-23
8奉迎毒ノー訴1丁3狸磁気のSQculaJMFVay･iatA:0'γL

)二 －つ－’ て

敷州箪芳

象算理科大学塞掌押靭理挙教室
前叫‘ま日孝9，電磁気観到河句論別，水沢，痴岡,展恥， ,、矢島，下室,ﾉ長ﾉ屋_ﾉ父島

の8ヶ汁′ ソ蒋9YQjaLftsk,N&9"a'孔， 、s政k瓜1…5k,Ⅶa"v,ｦtok〃チヶ姉′ 台夢，
Lu'wL",3 ' フイ ソツピンウrlL"ytM,L人Pao計,千ケ姉?爽祇気擬到灯'淫諒えぅ蹴,，
x,Y, ｡Z9耳平均胆工用､､， ／ダ‘女亭’' > /f8/享進,Secj<"ryZr/a紬7処ク
”'丞報ｲL之調査し握菰,今卸!渉霞,=中風，3茨拡気観剃形ｿ,’,,ぅ噸， 』二秀,デー
ターを加えS-ecJcLjrVaY･ianax9分布’通年要化鍋くち．呼風グヲ演災ゼ'Sec"血γ
YaY､i"t'｡,'I I茜胆式大室</従．z分布圏中て､Vofi冒匂7《の中ﾉと,二通.､ 〃て､,vグY胸，瀞凱
熾'=重軽寺'データー乙泉えち。次腔今回調轟L握脾ﾐ域-'SecM伽Ⅷ1'!zw""
困9内／98o亭,二つ､.zzA3Aヵ↑末足した工苛RF,Sec"""FI"Ly､/血批7t. 9分布図
上比穀しち。 ／ダタク芋ダエヶRF’SZecqん/比γ/"d"'"､"Z1才〃g4",-"&z##
しち坐G7 Z..あうるく鈎君､ァぼ〈､一致し~Z､､3, 握く､釦やI言っ､g .Z胡勤物3， こ仙参工命R
F9湯ﾉ合球』恥錨_‘‐ ト、 』零塁鵠ぅ__『 ‐ ‐a‐ “ ， 、, ．, ､.,‐ 、､._P ，,_一…』tje皇尤箔蜷LZtO3

’■'ｰ ロ 一一 一一コマ＝「 クヴーーー

仮数き! ’蹄往球坐教ﾉー よ〕像敢 れ＝"孔=g- とし芝!)(攻エダHi9fll"Yﾜ汎‘ﾂ,,L"Z者雛
1

9で芝〃壗郵､_主
"K｣4a荻ノー

影鞭崎 乞>4I3｡
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仏陶断雇周辺に釘 Iブろ地赫気永年後化観測(▽）P－24

イ主浜則易 出立漣
（京粁犬′敵表） （神アル自紙得物

f崎嘘周辺應設ｸたz夕’端厳気

熟鶏窪綴願職撫
霧鰯蝋漁琴鰯蝋こ
え． 〉罰I即,碓嫉付血刻状況獺しく愛
化したと里わ小弓斗地臭と＃げば,施罰臭
の俳捌f良瞬ぎぁ？父．
種剃芳永'越姥栩剃モニター史z鹿島観

響譜熟琴寵裳鍼淵，
ラオ弘Eじった。従うこな，モニアー臭zﾙ、

崎彦雇・吻砺， 三直り町に誰クZ Iﾉだfr/
方|即-易湧錫臘ﾗほぼ､ヤ史に設い二鯵↓こ
し雀。考溺気農Z:ﾍ在1ヶ各/C'分'恥割た
なし復。 う則定織象の衞鈴嶽友は土土,hTZ,｣
苅多。
前回（粥和な千尋）との/全磁力差と図に
示めウ‘

轆ｼ埼少､‘鋤咋､'よ, '訳ピル峨化
な見易jL毎ﾉ9K鉢し込／ 扉側で．はャ参大
芝欣変ｨ“い目立つ．肴に， B3 ･IvB7Z､､ツ
霞化t－K塾‘ﾊ． ニラz呉戚，昭和と2尋に
B3付迎で発生したH舎斗の迩磯噂'二約4
'''T教少しに地激にちうこし,守殿味孝い、

完載湖
(矛げぇ'多劇

〆

244



千屋断層トレンチ,劫!＝$! I7- 苗磁′b季の双促P-25

乗鳶讓等嚇輔棚
-f屋彦噌iK /3%午の陸刎地緊(/v=7Ioルルz釦"<j醗濁7噂，一評で刎・ との
鳩Iくつ‘}て'況治韻掘′鐙z嬉気〃えｸ"ループI息〃，ノが〃年'二縦ｼ合調査"1噴花皇寸L〆・
吃の蹄蜘脅沿､' 1ｾ，駁'""T~,''烈丁"蕊螺学ｨ‘恥抑L豚,こ峨気異物帯沸
1斗→!'てモデル言1-算かなどⅣ息結果単孵職#調のみでI猿糊で､詞〉琳壱形‘'ﾉﾆ
周辺トソ,凝心等の大§γ‘物箇の/i)､Rを帆乏上な17､'j'･師･卿孜い皇と力噸撤収zいう・
ノ?『z年？月～/"月I急,h淫ｿ， こり沸噌のゐぅ地患(念旧晶岬岬ﾁ火噸字.j'") l二価’

‘｛乙才勇田塘孝弓(廷よｿ， トレンチか行啄ﾉ"八声． '刃,詞えｸ･‘ﾉﾚｰﾌﾟの4癖〆よ'1， ｝レン
チ、壁画!≦f！し(乙慰化琴鋼分予＆調岐了＞掛冷か､よぇ/M,_.浜， ）レンチ"夢鈎'5拝
釣〃"､ ，春辱約子,"'LZf､釣3 .｡ ご卿屋約I :, /・"X",タハのメッシュ‘趣ヒソ,減崎を
"1定し罪．到支易噸β,ろ‘鈍'妙磁化芋↑‘： ‘1,,-雪稔)詞ユィ'し鯉彫り好‘γ剛‘ｼ沙あう

紫聲職潔:侭難舗鰐鴛；
こぃ測定詫果と基',倉,縦化雰令牟をモデル化し‘Ⅷこう"心I建ｸ鍼､した"鋼裏幸さ算典

しに， 堪鋤才'' /例や"甲、 I I二矛してあうo l幻金､4も含みよう〆， このモケ・ﾉﾚ岬沸(膵
織苅異幸q秘抵!孟釣〃つ〔丁で勿う。 トレンチ画峨裡珂乞擢苑な窮椰､予至薊し／ こ
ハークデ7レニ汎'ITゑそテ‘ル沫他公も鋤のハ､最"1とは判し難い。 しかし‘ このよう〃寄他万
弓｜:“毘亨1ﾖ‘ 河の､謹令調査'ﾐｫ'ﾉ見土,込必〃緬琳の隼因の篭fz･Z7 3 とえ･か.
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P-26
,l､ 》甑原瀦鳥,コヒ" こから采T急ヵ、？

松田准一・称原由和西村純子（神犬・運）

太平洋逓端に鳥ブろ茨型的な鳥弧て"ある伊豆一マソアナ弧鈎中で‘,l､荘原諸島1盲'ﾅが､鳥
祇上 ’ て埼異的ず恵庭て"あるここIJ、 以下仇通りて"為ら．

,l､班原仇父島に,ゴ、比"ﾑﾙﾚ迄と称される箔乃･や幕山峯が噴出’ ており、伊豆諾畠
ゐ＊く仇島て･･みられるソレアイト糸列畷vｿ、 アルカソ賀"<火山沽動にJって狩
徴づ‘ヴら小ら(M)IA,s"j'､', /坪ノβ池'ﾙ"!z"J雌瞬ααh,ﾉ 77) 。
箔石め/<-小弊代州豆諸島や硴箭鳥で1ｺ数沈.ｿ.かそれ以下でハクいI &対し、 J)､堪

毫鯛測鐵鱗諺豐蝋辮駕笑簑淵:)半で卿鰔であ
3(j"ts"必埜少4.ノ／ヂ7の．
太孑洋側釣湶‘,海溝が'l､堪原めヒミらで" 13Vくゾ，て‘,壱・
添い地痕が、 ，)､潅原釧上ころで･ 1ｺ起き ，てい〃ぃ（雌*""I"dz '@'zaS,片eS,,'ﾀ〃・
笹界で泉窟』ぬ正勿重力異侈があら（〃羅座〃““.ノ ，ｦ7"ﾉ．

(/）

(Z)

⑤

“
③
②

ミル化ら") こ こから ． ,)､竪原諸島1ゴ、 一般に毒えら〃Lていら』､うなフィ
トに対する人乎洋フルートの北み込みによる鳥弧の成因と {｡鼠リムJう 'ニ
ーヮのおj (今ぃ解淑1ゴ、小堪原1ｺ太平苧プレート'こJ, ,て運'丁れてきに
うこ こて･･ある。

リッピンフ°レー

j過われる。

6ゐである上！ ’

ミルLf、 ""6s"jMzj/IR. のﾙd""s"d'L(/7"")にj , て提，昌可血7二7．レー |-の回彰'皇件

ぅ”も経庭''ぬ誕化から検証可ろ呈上z試みた。 ‘ 13、 マントル'言対7る太子ギブ’レー
トハ回転経'｡地遁秘に丸く JL,)､醤原が'八乎羊プレート上に乗、て移動（にヒィルLI3，
島小像八鰯化")偏角,3崎こんk‘‘愛わらVi､。 ’ 力､し、 フィ リ“,と｡ンプレート〃)マント'し
に討寸る回彰秘Ij ､光海道才近くにありこれに乗，て‘ ,たこプルliゴ鳥合体グi鱗化13入
きく更ヘイ附くここにする（表／） 。 疵"‘し〃”αｲ． （/97卓） 仇父島て"ぬ今磁力測定の
データから、 鳥企､雌釧磁化方向2逆変換で,求")〃u､、 ，)､堪原仇父島が､太平洋プレート上に
あっ旋のか、 フィ ソ ､‘ノヒ．ンプレート上にあうに勿力、が､検証で･きるわけて"ある． 能果1ｺ…．
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P-27
HAGSATデータ室IFI 、、托Q,"LIeF｡いい《､全し瓜

敬展間によ§ '3本|司辺の狸虚気里崇の餌折
中!‘1 －創・4ﾗ式毅

龍命､丈嘩琵ﾘﾃ懇1'鳧所
｜ ・ 含iZ、

･te睡昼累爺‘っ輌韮い、 '｡Aノヘ癖疹〃ず.T．‘,冬食の蛾痩揃l筵ら坂令ﾏｰら塊の'た奄正鋤直交/イヒ
哲L痕l､e32 ,v､"辱航&式I血小Xゴセ． 礼の款兎遥痙ｽ疏属常隠 （戸‘
術県ハ公IWE. 0,高辰墓ゐ蟹_‘､屯補正( =l 、 iえぅ？汽畠度し1~ルでのreﾉ層職'累学Eボム3

7ilrっに 二‘、i柄f｢-z･-|3 IJ｡.､L{皇7z""r"孵処敬展剛毛19､､万・ 二のすぼ口・ 頂もい<""Je,､.f SbG､j-c&
腿のようにJも">､Kel乞う ‘、 〆zくf"1Zﾉ版定這え迄とて丁， ,Wg ! !噸救で･歯尻艮の丘厘気奥捻を
天血でa].7ZZ-b涌倣乖渦Z．
･i巳廊､昌票羊乖｡ラ皇シ勺 ！些丁を

V."X"'た十､f参り+Z｡ZTz工α…e璽頑§…ez唾ヘフez症ゾ重言壼寄ご
～へ

())樋に~Z｡ゴ有向に艮些LL‘F…-§ごI,､j腫鰐J淵す3･R'l､励皐iXEI7､,

/Xz=工1(B･x&-B誕嘩c))可ﾅ‘吟‘－E3唾§))電十印冒心－E3('xt))')
拘一員へ､に向3J> l甦、 X, , 、f､ ，z､帝J,,,:､α…で魂Mg ] .
a, 13"I割辺の･痙睡/氏里‘芋

i尺欺…。,”＝31で･ゐ鳥禍､激と正端‘て窓応慰県単2おぺ（宿，労1 13に弗可の19展開
御う戸う納或E-x, 3急方向4.,-k').,l《臥定’了令式( 7i丁て歴々県常'卵'黍I= .jbﾉ3．｡h鈴J
I)R!便長のTで麺気累､幸か沢唄gi(l'. "Z<， 7，
州域Z･-K, フを秀句.…ら浴'､眼ソ的ﾌ."Ig-, §ソ舜府.息のでｾ虚蝦'*と躯､あだ歯。珂~・
ji'21E)-z-$1 . EI7f繕の命の霞索、 千§ア'l員の正の輿‘単の祇ふか銅訓! ‘，ズケールし司剃”
TI。
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－－平均篭離脚磁場補砺法とその評価一一

柵沢f久， 河野長

イ．宇揃研） イ典I:大岬I

人工衛星の磁場データを使った磁気異常蜘がいくつか発表きれているが(I(('gan ('l a1 . 1975, 1,a'崎ぃI (､t a1 .

1982ab, Yanagisawael a1 . 1982), 擾乱磁聯(磁気鰯， 電離ﾉｨｲ， 奄磁感応起激の磁場)の騨進をはっきりつか

まないまま経験的な補正を行なっているために， それが完全に取り除かれていない可能雌がある、 衛展磁気

異常図は擾乱磁場の影辱を非常に受け易く， その栂造を明らかにし， 物理的に意味のある袖疋をすることが必

要である。

まず， 核の磁場を表わすものとして，地球磁場モデルM(;ST(4/8 1 )(1.0118cl et a1 . 1981)をデータ

から引き去った。

次に，地球半周分のデータを解析することにより， 磁気圏および電磁感応起源の磁場は, zonalな1次の球

関数で表わせることがわかった。 MAGSATは太隅同期軌遊をとんでいるため，そのlocal l imC ;at6: () ()

または18：00である。 球関数を用いて磁気圏磁場， 電磁感応磁場を取り除いたデータを， それぞれの

local timeでstackingすることにより， 電離府磁場をdip lati tudeの関数として取り出すことに成功した。

このようにして求めた平均電離届磁場をデータから引き去った。 これを平均電離屑磁場補正法(MIC)と呼ぷ‘

以上の手競きによって，擾乱磁場のないデータが得られたので， これを#xif(緯皮閑経皮)の格子内で平均して，

図1のような磁気異常図が得られた。 平均高度は420kmである。

擾乱磁場の構造は, local time 6:00と18:00で違う。 これを利用して， 擾乱磁場が本当に取り

除かれているかどうかを評価できる。 6：0()のデータ， 18：00のデータから独立に磁気異常図を作り，

その相関をとる。 補正が不十分だと， それが2枚の図の違いとなって現われ， 栩関が悪くなる。 岡2に，

図1を作るのに用いたデータの相関を示す。 平均電離屑磁場補正法を用いたこの図では， 相関が良いばかり

でなく，分散も大きく， 擾乱磁場がほぼ完壁に取り除かれ，地殻磁気異常を禧確に炎わしていることがわか
る。
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日扉風迅9浪叙長鍵減尻袰常とその原因

箱田議夫
瀬j皇紙毎万永蹄野

砲繊夙軍津陞り〃騨謨| "r-剃畳垂れノミ""謹秒,危些惚球救内に謹回朔淀鎌主漉妨
“差”と更議垂れラー

ニの汝ぅ忽迩謹頃衷陣噂潔息叡胤～種十脚9橇袈優り郷と,製反叡自ルムw､･激ナ
ふの雇戒長累津迄に大きく極打で多参・徽諺の厘叙長t峨見”乞求の多汐義乙してら
①．入工備皇で賦鎌fLご色使用した詞萄笈ぜ･の,沌〃段鼠鋤ごィ'一ダかう息棒表勿多すゑ
＠屯上平比薮飼低笥遍て.得'三デ‘一タヴノポチンラ鐙し諭直f用し.L"芳符秘息行‘’

＠譲艫舅窓曇蕩鰔稲鮒し‘…螺縛鮒迄"篭"ぅ抑‘
すうf~・

ひでがあみ、

今回，琴箔疹，氷瞬奇が/f7群力､〃』坤ｨこか淵//月公園織脚長の一篭迄し乞安漣
しf.節垣戚弓l垂1量感系迄閉L1 -Z_′臼洋飼座り遼域"忽場おや宮縁締り〃桓尭2""'〃f)
鰯現し，狐しと， ノ/Wﾗ鉛丁衛星データ鰯A"子≦月が孝雍彦啼律季ｼ鱈場泌IS7篭勿錫
吻比顎ダz7日が芽迦の移報長低ご忽孔碑国迄'鱗ﾚﾌ昌一‐姉狐〕

助ぷぅP噸勉稀熟拙遅ﾉ騨自灘の厚田迄して､:， ｝7．"榊鰯ｩ聯蔽に鯛〔宝庫渉屋
瀦勘営繕基欝塁蝋獄総搦獣鰐疑鰡愛撫
す上泉ﾉ),A＞， 雲が汚久うれ参．＝では，長誤長"弾更更障り原因I二つ‘』て7 =参J2毛
篭唾ヱヂ'1ノし二浜蚤彪垂jｳ液封も”え陰りで，毛り鍔界もらせて薙堵すぅ。

Q画 q" 0罰 G‐ 0口 8麺

勺
｡

~ ‐

誼 型

エ 。

孟司

オロ

（LAT弱N》

g司鯉繊庇歩減ﾉ('里細4鰄宛7弓）
・噺z,図

噛凸 0コ Q蚕 0‐ ､ハ姫3W誼、 I“T銅I

脚a摩､●91匡旦ロー巳ﾕｧPF｡rユユ■QEtoga入ror亡■
瓜■r■E句､G・趣c1d”擢団で4ﾉ“･

聯 1 m

－249－

－■■




	2019年04月01日12時43分41秒
	2019年04月01日12時58分37秒
	2019年04月01日13時04分52秒
	2019年04月01日13時36分39秒
	2019年04月01日13時56分48秒
	2019年04月01日14時10分23秒
	2019年04月01日14時25分46秒
	2019年04月01日14時46分50秒
	2019年04月01日14時58分19秒
	2019年04月01日16時48分41秒
	2019年04月01日17時02分40秒
	2019年04月01日17時11分49秒.pdf



